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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）アルミニウム塩と、
　（ｂ）ムケート、グルカレート、およびサッカレートの１種であるヒドロキシカルボキ
シレートと、
　（ｃ）アルカリ源と、
を含んで成る、汚れを除去するためのクリーニング組成物であって、
　（ｄ）該クリーニング組成物の該ｐＨが、９～１４である、クリーニング組成物。
【請求項２】
　該アルミニウム塩および該ヒドロキシカルボキシレートが組み合わさって、アルミニウ
ムヒドロキシカルボキシレートを生成する、請求項１に記載のクリーニング組成物。
【請求項３】
　界面活性剤をさらに含む、請求項１に記載のクリーニング組成物。
【請求項４】
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
ミニウム塩＝４０：６０～９５：１の重量比を有する、請求項２に記載のクリーニング組
成物。
【請求項５】
　（ａ）洗剤組成物の０．８ｗｔ％～９０ｗｔ％を構成するアルカリ源と、
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　（ｂ）洗剤組成物の０．０１ｗｔ％～６０ｗｔ％を構成するアルミニウムヒドロキシカ
ルボキシレートと
を含んで成る、洗剤組成物であって、
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、アルミニウムムケート、グルカル酸ア
ルミニウム、およびアルミニウムサッカレートの１種を含む、洗剤組成物。
【請求項６】
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
ミニウム塩＝４０：６０～９５：１の重量比を有する、請求項５に記載の洗剤組成物。
【請求項７】
　該洗剤組成物が、１０ｗｔ％未満のＮＴＡおよびＥＤＴＡを含む、請求項５に記載の洗
剤組成物。
【請求項８】
　該洗剤組成物が、１０ｗｔ％未満のリン含有化合物を含む、請求項５に記載の洗剤組成
物。
【請求項９】
　該洗剤組成物が、１０ｗｔ％未満のスルホン化または硫酸化界面活性剤を含む、請求項
５に記載の洗剤組成物。
【請求項１０】
　該洗剤組成物の０．０１ｗｔ％～５０ｗｔ％を構成する界面活性剤系をさらに含む、請
求項５に記載の洗剤組成物。
【請求項１１】
　汚れを除去するための方法であって、該方法が、
　（ａ）（ｉ）アルカリ源と、
　（ｉｉ）ヒドロキシカルボキシレートのアルカリ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン
酸およびアルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩から生成されたアルミニ
ウムヒドロキシカルボキシレートと、
を含む洗剤組成物を用意する工程と、
　（ｂ）該洗剤組成物と、クリーニングされる基材とを接触させる工程とを含んで成り、
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、アルミニウムムケート、グルカル酸ア
ルミニウム、およびアルミニウムサッカレートの１種を含む、方法。
【請求項１２】
　該洗剤組成物が、界面活性剤系をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　洗剤組成物を提供する工程が、該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートと別に、該
アルカリ源と該界面活性剤系とを混合する工程を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
ミニウム塩＝４０：６０～９５：１の重量比を有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　使用溶液を生成させるために、１：１０～１：１０、０００の希釈比で、該洗剤組成物
を希釈する工程を更に含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　使用溶液が、４００百万分の１未満のアルミニウムヒドロキシカルボキシレート濃度を
有する、請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗剤の分野に関連する。特に、本発明は、ビルダーとしてアルミニウムヒド
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ロキシカルボキシレートを含む洗剤組成物に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車の手入れ、食品および飲料（例えば、乳製品、チーズ、砂糖、肉、食品、および
醸造および他の飲料業界）、食器洗浄（ｗａｒｅｗａｓｈｉｎｇ）および洗濯業界におい
て使用される従来の洗剤は、アルカリ性洗剤を含む。アルカリ性洗剤、特に施設での使用
および商業的使用のために意図されたものは、通常、ホスフェート、ニトリロ３酢酸（Ｎ
ＴＡ）およびエチレンジアミン４酢酸（ＥＤＴＡ）を含む。ホスフェート、ＮＴＡおよび
ＥＤＴＡは、汚れを除去し、そしてカルシウム、マグネシウムおよび鉄等の金属イオンを
金属封鎖するために、洗剤中で通常使用される成分である。
【０００３】
　特に、ＮＴＡ、ＥＤＴＡまたはナトリウムトリポリホスフェート等のポリホスフェート
およびそれらの塩は、前から存在する無機塩および／または汚れを可溶化させるそれらの
能力のため、洗剤中で使用される。カルシウム、マグネシウムおよび鉄塩が沈殿する場合
、結晶がクリーニングされる表面に付着する場合があり、そして望ましくない効果を生じ
る場合がある。例えば、食器の表面上の炭酸カルシウム沈殿は、食器の美観にマイナスの
影響を与える場合があり、きれいでない外観を与える。洗濯の領域では炭酸カルシウムが
沈殿し、そして織物の表面上に付着する場合、結晶は、織物に触ると硬い感じおよび粗い
感じを残す場合がある。食品および飲料業界において、炭酸カルシウム残留物は、食品の
酸性度のレベルに影響する場合がある。ＮＴＡ、ＥＤＴＡおよびポリホスフェートの金属
イオンを除去する能力は、硬度沈殿（ｈａｒｄｎｅｓｓ　ｐｒｅｃｉｐｉｔａｔｉｏｎ）
を防止することによって溶液の洗浄力を促進させ、汚れ除去を助け、そして／または洗浄
溶液または洗浄水中に汚れが再付着するのを防ぐ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　効果的である一方で、ホスフェートおよびＮＴＡは、環境および健康の心配により政府
規制に曝される。ＥＤＴＡは、現在のところ規制されていないが、環境への一貫性によっ
て、政府規制が行われる可能性があると考えられている。したがって、ホスフェート、ホ
スホネート、ホスファイト、およびアクリルホスフィネートポリマー等のリン含有化合物
、ならびにＮＴＡおよびＥＤＴＡ等の非生分解性アミノカルボキシレートの特性を置き換
えることのできる、代替物、および好ましくは環境にやさしい、クリーニング組成物への
技術的ニーズがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、汚れを除去するためのクリーニング組成物を含む。このクリーニング組成物
は、アルミニウム塩、ヒドロキシカルボキシレート、アルカリ源および任意選択的に、界
面活性剤系を含む。このクリーニング組成物は、約９～約１４の間のｐＨを有する。
【０００６】
　一態様では、本発明は、約０．０１％～約６０％のアルミニウムヒドロキシカルボキシ
レートおよび約０．８％～約９０％のアルカリ源を含む洗剤組成物である。このアルミニ
ウムヒドロキシカルボキシレートは、グルコン酸アルミニウム、グルコヘプトン酸アルミ
ニウム、アルミニウムムケート（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｍｕｃａｔｅ）、酒石酸アルミニウ
ム、グルカル酸アルミニウム（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｇｌｕｃａｒａｔｅ）、アルミニウム
サッカレート（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｓａｃｃｈａｒａｔｅ）およびリンゴ酸アルミニウム
（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｍａｌａｔｅ）の１種から選択される。
【０００７】
　また別の態様では、アルミニウムヒドロキシカルボキシレートは、汚れ除去の方法にお
いて使用される。ヒドロキシカルボキシレートのアルカリ金属塩または遊離ヒドロキシカ
ルボン酸は、アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩と混合されて、アル
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ミニウムヒドロキシカルボキシレートを生成する。アルミニウムヒドロキシカルボキシレ
ートは、次にアルカリ源と混合されて、クリーニング組成物を生成する。次に、この洗剤
組成物は、クリーニングされる基材と接触される。基材と洗剤組成物との接触の前に、洗
剤組成物は、１：約１０～１：約１０、０００の希釈比で希釈化されて、使用溶液を生成
できる。
【０００８】
　複数の態様が開示される一方で、依然本発明の他の態様は、本発明の具体的に説明する
態様を示し、そして以下の詳細な記載から当業者に明らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明は、ビルダーとしてアルミニウムヒドロキシカルボキシレートを含む洗剤組成物
に関する。アルミニウムヒドロキシカルボキシレートを含む洗剤組成物は、洗浄力、汚れ
懸濁および再付着防止特性を示す。洗剤組成物は、汚れを除去し、そしてマグネシウム、
カルシウムおよび鉄の沈殿を防止するのに望ましい任意の環境において適用できる。例え
ば、この洗剤組成物は、自動車の手入れ用途、食器洗浄用途、洗濯用途および食品および
飲料用途において使用できる。そうした用途は、自動式および手動式食器洗浄、浸け置き
、洗濯および繊維製品クリーニングおよび脱染、じゅうたんクリーニングおよび脱染、自
動車のクリーニングおよび手入れ用途、表面クリーニングおよび脱染、キッチンおよび浴
室のクリーニングおよび脱染、床のクリーニングおよび脱染、現場クリーニング作業、一
般的な目的のクリーニングおよび脱染、および工業用または家庭用クリーナーを含むがこ
れらに限られない。洗剤組成物の使用方法がまた提供される。
【００１０】
　現在のところ当該技術分野で知られている大部分の洗剤と異なり、本発明の洗剤組成物
は、効果的であるために、リン、ニトリロ３酢酸（ＮＴＡ）またはエチレンジアミン４酢
酸（ＥＤＴＡ）が存在することを必要としない。従って、洗剤組成物は、生分解性であり
、そしてＮＴＡおよびＥＤＴＡ等のリンおよびアミノカルボキシレートが実質的にないこ
とができ、環境に優しい洗剤組成物に望まれるクリーニング用途において特に有用な洗剤
組成物となっている。
【００１１】
　洗剤組成物は、通常、アルミニウムヒドロキシカルボキシレート、アルカリ源、および
任意選択的に、界面活性剤または界面活性剤系を含む。界面活性剤または界面活性剤系が
洗剤組成物中に含まれる場合、洗剤組成物中の成分の好適な濃度範囲は、約１ｗｔ％～約
６０ｗｔ％のアルミニウムヒドロキシカルボキシレート、約５ｗｔ％～約８０ｗｔ％のア
ルカリ源および約０．０１ｗｔ％～約５０ｗｔ％の界面活性剤または界面活性剤系を含む
。洗剤組成物中における成分の特に好適な濃度範囲は、約１ｗｔ％～約４５ｗｔ％のアル
ミニウムヒドロキシカルボキシレート、約２０ｗｔ％～約７５ｗｔ％のアルカリ源および
約０．５ｗｔ％～約４０ｗｔ％の界面活性剤または界面活性剤系を含む。
【００１２】
　いくつかの態様において、この洗剤組成物は、界面活性剤または界面活性剤系を含まず
、そしてアルミニウムヒドロキシカルボキシレート、アルカリ源、および水のみを含む。
洗剤組成物における成分の好適な濃度範囲は、約０．０１ｗｔ％～約６０ｗｔ％のアルミ
ニウムヒドロキシカルボキシレート、約０．８ｗｔ％～約９０ｗｔ％のアルカリ源および
約１ｗｔ％～約９９．５ｗｔ％の水を含む。洗剤組成物における成分の特に好適な濃度範
囲は、約０．０１ｗｔ％～約３０ｗｔ％のアルミニウムヒドロキシカルボキシレート、約
１０ｗｔ％～約５０ｗｔ％のアルカリ源および約１０ｗｔ％～約８０ｗｔ％の水を含む。
洗剤組成物における成分のさらに特に好適な濃度範囲は、約０．０１ｗｔ％～約５ｗｔ％
のアルミニウムヒドロキシカルボキシレート、約４０ｗｔ％～約４８ｗｔ％のアルカリ源
および約４０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水を含む。
【００１３】
　アルミニウムヒドロキシカルボキシレートは、ヒドロキシカルボキシレートの適当なア
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ルカリ金属塩（Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ）または遊離ヒドロキシカルボン酸と、アル
カリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩またはアルミン酸塩（「アルミニウム
塩」）とを反応させることによって作られる。アルカリ金属水酸化物を用いて溶解した好
適なアルミニウム塩の例は、アルミン酸ナトリウムおよび塩化アルミニウムを含むが、こ
れらに限られない。好適なアルミニウムヒドロキシカルボキシレートの例は、グルコン酸
アルミニウム、グルコヘプトン酸アルミニウム、アルミニウムムケート、酒石酸アルミニ
ウム、グルカル酸アルミニウム、アルミニウムサッカレートおよびリンゴ酸アルミニウム
を含むがこれらに限られない。特に好適なアルミニウムヒドロキシカルボキシレートは、
グルコン酸アルミニウムである。ヒドロキシカルボキシレートまたは遊離ヒドロキシカル
ボン酸のアルカリ金属塩：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩のモル
比は、少なくとも約１：１、そして特に約１：１である。例えば、グルコン酸アルミニウ
ムのための好適なモル比は、約０．５：約１．５～約１．５：約０．５のグルコン酸：ア
ルミン酸ナトリウムである。ヒドロキシカルボキシレートまたは遊離ヒドロキシカルボン
酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩のアルカリ金属塩の重量比は
、約４０：約６０～約９５：約１である。
【００１４】
　洗剤組成物は、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属炭酸塩、またはアルカリ金属ケイ
酸塩等のアルカリ源をまた含む。好適なアルカリ源の例は、水酸化ナトリウム、水酸化カ
リウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、またはアルカリ金属水酸化物とアルカリ金属炭
酸塩との混合物を含むがこれらに限られない。アルカリ源は、水が洗剤組成物に加えられ
て使用溶液を生成する場合、生じる溶液のｐＨを制御する。使用溶液のｐＨは、充分な洗
浄力特性を提供するためにアルカリ性の範囲で維持されることが好ましい。ある態様では
、使用溶液のｐＨは、約９～約１２である。特に、使用溶液のｐＨは、約１０～約１２で
ある。さらに特に、使用溶液のｐＨは、約１１～約１２である。使用溶液のｐＨが低すぎ
、例えば、約９未満の場合、使用溶液は、充分な洗浄力特性を提供しない場合がある。使
用溶液のｐＨが高過ぎ、例えば、約１２超の場合、使用溶液は、表面がステンレススチー
ルまたは耐腐食でない場合、クリーニングされる表面を攻撃または損傷させる場合がある
。例えば、使用溶液のｐＨは、洗濯または食器洗浄組成物中で約９～約１２であることが
できる。ある態様では、使用溶液のｐＨは、約１２～約１３．５であり、そして濃縮物の
ｐＨは、約１３～約１４である。例えば、使用溶液のｐＨは、食品および飲料組成物中で
約１２～約１３．５であることができ、従っては、工業用強度のアルカリ度を含む。
【００１５】
　洗剤組成物は、界面活性剤または界面活性剤系をまた含むことができる。アニオン性、
非イオン性、カチオン性、および両性イオンの界面活性剤を含む種々の界面活性剤を使用
できる。界面活性剤の詳細については、参照により本明細書中に取り込まれる　Ｋｉｒｋ
－Ｏｔｈｍｅｒ、　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ、　Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、　Ｖｏｌｕｍｅ　８、　ｐａｇｅｓ　９００
～９１２を参照のこと。
【００１６】
　洗剤組成物中において有用な好適なアニオン性界面活性剤の例は、アルキルカルボキシ
レート（カルボン酸塩）およびポリアルコキシカルボキシレート、アルコールエトキシレ
ートカルボキシレート、ノニルフェノールエトキシレートカルボキシレートおよびその同
類のもの等のカルボキシレート；アルキルスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート
、アルキルアリールスルホネート、スルホン化脂肪酸エステルおよびその同類のもの等の
スルホネート；硫酸化アルコール、硫酸化アルコールエトキシレート、硫酸化アルキルフ
ェノール、アルキルサルフェート、スルホサクシネート、アルキルエーテル硫酸塩および
その同類のもの等のサルフェートを含むがこれらに限られない。いくつかの特に好適なア
ニオン性界面活性剤は、ナトリウムアルキルアリールスルホネート、α－オレフィンスル
ホネートおよび脂肪アルコールサルフェートを含むがこれらに限られない。
【００１７】
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　洗剤組成物中で有用な非イオン性界面活性剤は、界面活性剤分子の一部分としてポリア
ルキレンオキサイドポリマーを含む。好適な非イオン性界面活性剤の例は、脂肪アルコー
ルの塩素、ベンジル、メチル、エチル、プロピル、ブチルおよびアルキルキャップしたポ
リエチレングリコールエーテル；アルキルポリグルコシド等のポリアルキレンオキサイド
のない非イオン性物；ソルビタンおよびスクロースエステルおよびそれらのエトキシレー
ト；アルコキシル化エチレンジアミン；アルコールエトキシレートプロポキシレート、ア
ルコールプロポキシレート、アルコールプロポキシレートエトキシレートプロポキシレー
ト、アルコールエトキシレートブトキシレートおよびその同類のもの等のアルコールアル
コキシレート；ノニルフェノールエトキシレート、ポリオキシエチレングリコールエーテ
ルおよびその同類のもの；グリセロールエステル、ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸
のエトキシル化およびグリコールエステルおよびその同類のもの等のカルボン酸エステル
；ジエタノールアミン縮合物、モノアルカノールアミン縮合物、ポリオキシエチレン脂肪
酸アミドおよびその同類のもの等のカルボン酸アミド；およびエチレンオキサイド／プロ
ピレンオキサイドブロックコポリマーを含むポリアルキレンオキサイドブロックコポリマ
ーを含むがこれらに限られない。好適な市販されている非イオン性界面活性剤の例は、Ｂ
ＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ、　ＮＪから入手可能で
あるＰＬＵＲＯＮＩＣおよびＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ、　Ｈｏｐｅｗｅｌｌ、　ＶＡから入手可能であるＡＢＩＬ　Ｂ８８５２を含
むがこれらに限られない。
【００１８】
　洗剤組成物中に含有されるのに有用なカチオン性界面活性剤は、Ｃ１８のアルキルまた
はアルケニル鎖を有する第１、第２および第３級アミン等のアミン、エトキシル化アルキ
ルアミン、エチレンジアミンのアルコキシレート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２－
イミダゾリン、２－アルキル－１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリンおよび
その同類のもの等のイミダゾール；および第四級アンモニウム塩、例えば、ｎ－アルキル
（Ｃ１２～Ｃ１８）ジメチルベンジル塩化アンモニウム、ｎ－テトラデシルジメチルベン
ジル塩化アンモニウム・１水和物、およびジメチル－１－ナフチルメチル塩化アンモニウ
ム等のナフタレン置換第四級アンモニウムクロライド等のアルキル第四級アンモニウムク
ロライド界面活性剤を含むがこれらに限られない。界面活性剤の更に広い列挙については
、参照により本明細書中に取り込まれるＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅ
ｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓを参照のこと。
【００１９】
　いくつかの態様において、本発明の洗剤組成物中に含まれる任意の界面活性剤または界
面活性剤系は、低泡立ちまたは消泡界面活性剤のいずれかを含む。例えば、低泡立ち界面
活性剤または界面活性剤系は、食品および飲料組成物に加えられることができる。洗剤活
性の所望のレベルを提供する低起泡性界面活性剤は、大量の泡立ちの存在が問題となる場
合の環境中において好都合である。従って、低起泡性界面活性剤と考えられる界面活性剤
を使用できる。さらに、他の界面活性剤は、消泡剤と伴に使用でき、泡立ちのレベルを制
御する。
【００２０】
　本発明の洗剤組成物は、洗剤組成物の種々の態様のいずれかにおいて提供されることが
できる。ある態様では、洗剤組成物には、リン含有化合物、ニトリロ３酢酸（ＮＴＡ）お
よびエチレンジアミン４酢酸（ＥＤＴＡ）が実質的にない。実質的にリンがないとは、リ
ン含有化合物が加えられていない組成物をいう。たとえリン含有化合物が汚染を通して存
在する場合でも、生じる組成物中におけるリン含有化合物のレベルは、約１０ｗｔ％未満
、約５ｗｔ％未満、約１ｗｔ％未満、約０．５ｗｔ％未満、約０．１ｗｔ％未満、そして
多くの場合、約０．０１ｗｔ％未満である。実質的にＮＴＡまたはＥＤＴＡがないとは、
ＮＴＡまたはＥＤＴＡが加えられていない組成物をいう。たとえＮＴＡまたはＥＤＴＡが
汚染を通して存在する場合でも、生じる組成物中でＮＴＡまたはＥＤＴＡのレベルは、約
１０ｗｔ％未満、約５ｗｔ％未満、約１ｗｔ％未満、約０．５ｗｔ％未満、約０．１ｗｔ
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％未満、そして多くの場合、約０．０１ｗｔ％未満である。洗剤組成物にＮＴＡがない場
合、洗剤組成物はまた、再付着防止およびしみ除去剤として機能する塩素と相溶性である
。使用溶液に希釈される場合、洗剤組成物は、約１００ｐｐｍ未満、特に約１０ｐｐｍ未
満、およびさらに特に約１ｐｐｍ未満の濃度のリン含有成分、ＮＴＡおよびＥＤＴＡを含
む。
【００２１】
　追加の機能性材料
　洗剤組成物は、洗剤組成物所望の特性および機能性を提供する他の機能性材料を含むこ
とができる。この出願の目的のために、用語「機能性材料」は、水溶液等の使用および／
または濃縮物溶液中で分散または溶解された場合に、特別な使用において有益な特性を提
供する材料を含む。そうした機能性材料の例は、有機洗剤、クリーニング剤；すすぎ助剤
；漂白剤；殺菌剤／抗菌剤；活性化剤；洗剤ビルダーまたはフィラー；消泡剤、再付着防
止剤；光学的光沢剤；染料／着臭剤；２次硬化剤／溶解度調整剤；該中制御用途のための
殺虫剤；またはその同類のもの、または洗剤組成物の所望の特徴的なおよび／または機能
性によって広範な他の機能性材料を含むがこれらに限られない。
【００２２】
　特に、この洗剤組成物は、同時に出願継続中の名称’’Ｈｉｇｈ　Ａｌｋａｌｉｎｅ　
Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｗｉｔｈ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｃａｌ
ｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ’’（参照により本明細書中に取り込まれる）の出願中に開示された
ような閾値システム（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ　ｓｙｓｔｅｍ）を含むことができる。機能性
材料のいくつかのさらなる特定例は、下記で更に詳細に記載されるが、しかし当然のこと
ながら記載される特定の材料は一例としてのみ与えられ、そして広範な他の機能性材料を
使用できる。例えば、下記で記載される機能性材料の多くは、クリーニングおよび／また
は脱染用途において使用される材料に関するが、しかし当然のことながら、他の態様は、
他の用途での使用のための機能性材料を含むことができる。
【００２３】
　すすぎ助剤
　洗剤組成物は、任意選択的に、すすぎ助剤組成物、例えば、結合剤（ｂｉｎｄｉｎｇ　
ａｇｅｎｔ）を使用して製造される固体組成物中の他の任意選択的成分と組み合わせた湿
潤剤または被覆剤（ｓｈｅｅｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）を含む、すすぎ助剤調合物を含むこ
とができる。
【００２４】
　すすぎ助剤成分は、すすぎ水の表面張力を低下させて、被覆作用（ｓｈｅｅｔｉｎｇ　
ａｃｔｉｏｎ）を促進し、そして／または例えば、食器洗浄工程におけるすすぎが完了し
た後で、ビード水（ｂｅａｄｅｄ　ｗａｔｅｒ）により生じる、しみまたは筋を防ぐこと
ができる。被覆剤の例は、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイドから調製されたポ
リエーテル化合物、またはホモポリマーまたはブロックまたはヘテロのコポリマー構造の
混合物を含むがこれらに限られない。そうしたポリエーテル化合物は、ポリアルキレンオ
キサイドポリマー、ポリオキシアルキレンポリマーまたはポリアルキレングリコールポリ
マーとして公知である。そうした被覆剤は、界面活性剤特性を分子に与えるために相対的
な疎水性の領域および相対的な親水性の領域を必要とする。
【００２５】
　漂白剤
　この洗剤組成物は、任意選択的に基材を美白（ｌｉｇｈｔｅｎｉｎｇ）または増白（ｗ
ｈｉｔｅｎｉｎｇ）するための漂白剤を含むことができ、そして典型的には、洗浄工程の
間に直面する条件下で、Ｃｌ２、　Ｂｒ２、　－ＯＣｌ－　および／または　－ＯＢｒ－
、またはその同類のもの等の活性ハロゲン種を放出できる漂白化合物を含むことができる
。好適な漂白剤の例は、塩素、ハイポクロライトまたはクロラミン等の塩素を含む化合物
を含むがこれらに限られない。好適なハロゲン放出化合物の例は、アルカリ金属ジクロロ
イソシアヌレート、アルカリ金属ハイポクロライト、モノクロラミン、およびジクロロア
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ミンを含むがこれらに限られない。封入された塩素源はまた、組成物中で塩素源の安定性
を高めるために使用できる（例えば、米国特許第４、６１８、９１４号明細書および米国
特許第４、８３０、７７３号明細書（参照により、その開示を本明細書中に取り込む）を
参照のこと）。この漂白剤はまた、活性酸素を含むか、または活性酸素の源として働く試
薬を含むことができる。活性酸素化合物は、活性酸素の源を提供するように働き、そして
水溶液中で活性酸素を放出する。活性酸素化合物は、無機、有機またはそれらの混合物で
あることができる。好適な活性酸素化合物の例は、テトラアセチルエチレンジアミン等の
活性化剤ありまたはなしで、ペルオキシジェン化合物、ペルオキシジェン化合物付加物、
過酸化水素、過ホウ酸塩、炭酸ナトリウム過酸化水素付加物、リン酸塩過酸化水素付加物
（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　ｐｅｒｏｘｙｈｙｄｒａｔｅ）、モノ過硫酸カリウム、および過
ホウ酸ナトリウム・１水和物および４水和物を含むがこれらに限られない。
【００２６】
　殺菌剤／抗菌剤
　洗剤組成物は、任意選択的に殺菌剤（または抗菌剤）を含むことができる。抗菌剤とし
ても公知の殺菌剤は、材料系、表面等の微生物汚染および劣化を防止するために使用でき
る化学組成物である。通常、これらの材料は、フェノール性物、ハロゲン化合物、第四級
アンモニウム化合物、金属誘導体、アミン、アルカノールアミン、ニトロ誘導体、アニリ
ド、有機硫黄および硫黄－窒素化合物および種々の化合物を含む具体的なクラス中にある
。
【００２７】
　化学組成物および濃度によって、所与の抗菌剤は、細菌の数のさらなる増殖を単に制限
でき、または微生物個体群のすべてまたは一部を破壊できる。用語「細菌」および「微生
物」は、典型的には主として、バクテリア、ウイルス、酵母、胞子、および菌微生物をい
う。使用に当たって、この抗菌剤は、典型的には、任意選択的に、例えば、水流を使用し
て希釈され、そしておよび分散された場合に種々の表面と接触でき、微生物個体群の成長
を防止またはそれらの一部分の殺傷を生じる水性消毒剤または殺菌剤組成物を形成する固
体機能性材料に形成される。微生物個体群の３桁の減少により、殺菌剤組成物となる。こ
の抗菌剤は、例えば、その安定性を向上させるために、封入されることができる。好適な
抗菌剤の例は、ペンタクロロフェノール；オルトフェニルフェノール；クロロ－ｐ－ベン
ジルフェノール；ｐ－クロロ－ｍ－キシレノール等のフェノール性の抗菌物；アルキルジ
メチルベンジル塩化アンモニウム；アルキルジメチルエチルベンジル塩化アンモニウム；
オクチルデシルジメチル塩化アンモニウム；ジオクチルジメチル塩化アンモニウム；およ
びジデシルジメチル塩化アンモニウム等の第四級アンモニウム化合物を含むがこれらに限
られない。
【００２８】
　好適なハロゲン含有抗菌性剤の例は、ナトリウムトリクロロイソシアヌレート、ナトリ
ウムジクロロイソシアネート（無水または二水和物）、ヨードポリ（ビニルピロリジノン
）錯体、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１、３－ジオール等の臭素化合物、およびベ
ンザルコニウムクロライド、ジデシルジメチル塩化アンモニウム、コリンジヨードクロラ
イド、およびテトラメチルホスホニウムトリブロマイド等の第四級抗菌剤を含むがこれら
に限られない。ヘキサヒドロ－１、３、５－トリス（２－ヒドロキシエチル）－ｓ－トリ
アジン、ナトリウムジメチルジチオカルバメート等のジチオカルバメート等のほかの抗菌
組成物、および種々の他の材料は、それらの抗菌特性で、当該技術分野で知られている。
【００２９】
　当然のことながら、漂白剤のセクション中に記載したもの等の活性酸素化合物はまた、
抗菌剤として働くことができ、そして消毒活性をも提供できる。実際、いくつかの態様に
おいて、抗菌剤として働くこと活性酸素化合物の能力は、組成物内の追加の抗菌剤への必
要性を低下させる。例えば、過炭酸塩組成物は、優れた抗菌作用を提供すると示されてき
た。
【００３０】
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　活性化剤
　いくつかの態様において、洗剤組成物の抗菌活性または漂白活性は、洗剤組成物が使用
に際して置かれた場合に、活性酸素と反応して活性化成分を生成する材料の添加によって
高められることができる。例えば、いくつかの態様において、過酸または過酸塩が生成さ
れる。例えば、いくつかの態様において、テトラアセチルエチレンジアミンは、洗剤組成
物中に含まれて活性酸素と反応し、そして抗菌剤として働く過酸または過酸塩を生成する
ことができる。活性酸素活性化剤のほかの例は、遷移金属およびそれらの化合物、カルボ
キシリック、ニトリル、またはエステル部分を含む化合物、または当該技術分野で知られ
ている他のそうした化合物を含む。ある態様では、この活性化剤は、テトラアセチルエチ
レンジアミン；遷移金属；カルボキシリック、ニトリル、アミン、またはエステル部分を
含む化合物；またはそれらの混合物を含む。
【００３１】
　いくつかの態様において、活性酸素化合物のための活性化剤は、活性酸素と組み合わさ
れて抗菌剤を生成する。いくつかの態様において、この洗剤組成物は、固体ブロックの形
態であり、そして活性酸素のための活性化剤材料は、固体ブロックに結合されている。こ
の活性化剤は、１種の固体洗剤組成物を別のものに結合させるための種々の方法のいずれ
かによって固体ブロックに結合されることができる。例えば、この活性化剤は、固体ブロ
ックに、結合され、付けられ、糊でつけられ、またはさもなければ、接着された固体の形
態であることができる。あるいは、この固体活性化剤は、ブロックの周りに形成され、そ
してブロックを包んでいることができる。さらなる例によって、固体活性化剤は、プラス
チックまたは収縮包装またはフィルム等の洗剤組成物のための容器またはパッケージによ
って固体ブロックに結合されることができる。
【００３２】
　洗剤ビルダーまたはフィラー
　洗剤組成物は、クリーニング試薬それ自体として必ずしも機能しないが、クリーニング
試薬と協働して組成物の全体的なクリーニング能力を高めることができる、より少量であ
るが、有効量の１種または２種以上の洗剤フィラーを任意選択的に含むことができる。好
適なフィラーの例は、硫酸ナトリウム、塩化ナトリウム、澱粉、砂糖、およびプロピレン
グリコール等のＣ１～Ｃ１０アルキレングリコールを含むがこれらに限られない。
【００３３】
　ｐＨ緩衝剤
　さらに、水性作業における、例えば、水性クリーニング作業における使用の間に、洗浄
水が所望のｐＨを有するであろうように、洗剤組成物は調合されていることができる。例
えば、浸け置き組成物を提供する使用のために設計された組成物は、水性クリーニング作
業における使用の間に、洗浄水が、約６．５～約１２の範囲の、そしていくつかの態様に
おいて、約７．５～約１１の範囲のｐＨを有するであろうように調合されることができる
。液体製品調合物は、いくつかの態様において、（１０％希釈の）ｐＨで約７．５～約１
１．０の範囲を、そしていくつかの態様において、約７．５～約９．０の範囲を有するこ
とができる。
【００３４】
　例えば、サワーリング試薬（ｓｏｕｒｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）は、繊維製品のｐＨが、適
切な処理ｐＨにほぼ合うように、洗剤組成物に加えられることができる。サワーリング試
薬は、衣類が人間の皮膚と接触した場合に、繊維製品が皮膚を刺激しないように、残留す
るアルカリ性物を中和し、そして繊維製品のｐＨを低下させるのに使用される弱酸である
。好適なサワーリング試薬の例は、リン酸、ギ酸、酢酸、ヒドロフルオロ珪酸、飽和の脂
肪酸、ジカルボン酸、トリカルボン酸、およびそれらいずれかの組み合わせを含むがこれ
らに限られない。飽和脂肪酸の例は、パルミチン酸、ステアリン酸、およびアラキン酸（
Ｃ２０）等の１０以上炭素原子を有するものを含むがこれらに限られない。ジカルボン酸
の例は、シュウ酸、酒石酸、グルタル酸、コハク酸、アジピン酸、およびスルファミン酸
を含むがこれらに限られない。トリカルボン酸の例は、クエン酸およびトリカルバリル酸
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を含むがこれらに限られない。好適な市販されているサワーリング試薬の例は、すべてＥ
ｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．、　Ｓｔ．　Ｐａｕｌ、　ＭＮから入手可能であるＴｕｒｂｏＬｉ
ｚｅｒ（商標）、　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｓｏｕｒ（商標）、　ＴｕｒｂｏＰｌｅｘ（商
標）、　ＡｄｖａＣａｒｅ　１２０　Ｓｏｕｒ（商標）、　ＡｄｖａＣａｒｅ　１２０　
Ｓａｎｉｔｉｚｉｎｇ　Ｓｏｕｒ（商標）、　ＣａｒｂｏＢｒｉｔｅ（商標）、　および
Ｅｃｏｎｏ　Ｓｏｕｒ（商標）を含むがこれらに限られない。
【００３５】
　織物リラクサント（Ｆａｂｒｉｃ　Ｒｅｌａｘａｎｔｓ）
　織物リラクサントは、繊維製品の表面の平滑性外観を高めるために、洗剤組成物に加え
られることができる。
【００３６】
　織物柔軟剤
　織物柔軟剤はまた、繊維製品の表面の感触を柔軟にするために、洗剤組成物に加えられ
ることができる。好適な市販されている織物柔軟剤の例は、Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．、　
Ｓｔ．　Ｐａｕｌ、　ＭＮ．から入手可能であるＴｕｒｂｏＦｒｅｓｈ（商標）を含むが
、これに限られない。
【００３７】
　汚れ放出剤（ｓｏｉｌ　ｒｅｌｅａｓｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）
　この洗剤組成物は、繊維製品の繊維を被覆して繊維に汚れが付着する傾向を低下させる
ために提供されることができる汚れ放出剤を含むことができる。好適な市販されている汚
れ放出剤の例は、Ｒｈｏｄｉａ、　Ｃｒａｎｂｕｒｙ、　ＮＪから入手可能であるＲｅｐ
ｅｌ－Ｏ－Ｔｅｘ　ＳＲＰ６（商標）　およびＲｅｐｅｌ－Ｏ－　Ｔｅｘ　ＰＦ５９４（
商標）；Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ、　ＮＣか
ら入手可能であるＴｅｘａＣａｒｅ　１００（商標）　およびＴｅｘａＣａｒｅ　２４０
（商標）；およびＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ、　
ＮＪ．から入手可能であるＳｏｋａｌａｎ　ＨＰ２２（商標）等のポリマーを含むがこれ
らに限られない。
【００３８】
　消泡剤
　この洗剤組成物は、任意選択的に、泡の安定性を低下させるためにより少量であるが有
効量の消泡剤を含むことができる。好適な消泡剤の例は、ポリジメチルシロキサン中に分
散したシリカ等のシリコーン化合物、脂肪アミド、炭化水素ワックス、脂肪酸、脂肪エス
テル、脂肪アルコール、脂肪酸石鹸、エトキシレート、鉱物性油、ポリエチレングリコー
ルエステル、およびアモノステアリルホスフェート等のルキルホスフェートエステルを含
むがこれらに限られない。消泡剤の記載は、例えば、Ｍａｒｔｉｎらの米国特許第３、０
４８、５４８号明細書、Ｂｒｕｎｅｌｌｅらの米国特許第３、３３４、１４７号明細書、
およびＲｕｅらの米国特許第３、４４２、２４２号明細書（参照により開示を本明細書中
に取り込む。）に見いだすことができる。
【００３９】
　再付着防止剤
　この洗剤組成物は、任意選択的に、クリーニング溶液中で汚れの維持された懸濁を促進
し、そして除去された汚れがクリーニングされる基材上に再付着されるのを防ぐことを可
能にする再付着防止剤を含むことができる。好適な再付着防止剤の例は、脂肪酸アミド、
フルオロカーボン界面活性剤、錯体ホスフェートエステル、ポリアクリレート、スチレン
無水マレイン酸コポリマー、およびヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセ
ルロース等のセルロース誘導体を含むがこれらに限られない。
【００４０】
　安定剤
　この洗剤組成物は、安定剤をまた含むことができる。好適な安定剤の例は、ボレート、
カルシウム／マグネシウムイオン、プロピレングリコール、およびそれらの混合物を含む
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がこれらに限られない。
【００４１】
　分散剤
　この洗剤組成物は、分散剤をまた含むことができる。洗剤組成物中で使用可能である好
適な分散剤の例は、マレイン酸／オレフィンコポリマー、ポリアクリル酸、およびそれら
の混合物を含むがこれらに限られない。
【００４２】
　光学的光沢剤
　洗剤組成物は、任意選択的に、光学的光沢剤（ｏｐｔｉｃａｌ　ｂｒｉｇｈｔｅｎｅｒ
ｓ）、とも呼ばれる蛍光増白剤（ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｗｈｉｔｅｎｉｎｇ　ａｇｅ
ｎｔ）または蛍光光沢剤（ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　ａｇｅｎ
ｔ）を含むことができ、そして織物基材中に入った黄色の光学補正を提供できる。
【００４３】
　光学的光沢剤族に属する蛍光化合物は、多くの場合縮合環系を含む典型的には芳香族ま
たは芳香族複素環材料である。これらの化合物の特徴は、芳香族環と関連した共役二重結
合の中断されていない鎖の存在である。そうした共役二重結合の数は、置換基および分子
の蛍光部の平面性による。大部分の漂白剤化合物は、スチルベンまたは４、４’－ジアミ
ノスチルベン、ビフェニル、５員環複素環（トリアゾール、オキサゾール、イミダゾール
等）または６員環複素環（ナフタルアミド、トリアジン等）の誘導体である。組成物での
使用のための光学的光沢剤の選択は、組成物のタイプ、組成物中に存在する他の成分の性
質、洗浄水の温度、攪拌の度合い、および洗浄される材料の、おけ（ｔｕｂ）のサイズへ
の比等の多くの因子によるであろう。漂白剤の選択はまた、洗浄される材料のタイプ、例
えば、綿、合成物等による。大部分の洗濯洗剤製品は、種々の織物をクリーニングするた
めに使用されるので、洗剤組成物は、種々の織物のために効果的である漂白剤の混合物を
含むことができる。もちろん、そうした漂白剤混合物の個々の成分が相溶性であることが
必要である。
【００４４】
　好適な光学的光沢剤の例は、市販されており、そして当業者によって認識されるであろ
う。少なくともいくつかの商業的光学的光沢剤は、スチルベン、ピラゾリン、カルボン酸
、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５、５－二酸化物、アゾール、５および６員環
複素環の誘導体、および他の種々の試薬を含むがこれらに限られないサブグループに分類
できる。特に好適な光学増白剤の例は、：ジスチリルビフェニルジスルホン酸ナトリウム
塩、および塩化シアヌル／ジアミノスチルベンジスルホン酸ナトリウム塩を含むがこれら
に限られない。好適な市販されている光学増白剤の例は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｇｒｅｅｎｓｂｏｒｏ、　ＮＣから
入手可能であるＴｉｎｏｐａｌ　５　ＢＭ－ＧＸ（商標）、　Ｔｉｎｏｐａｌ　ＣＢＳ－
ＣＬ（商標）、　Ｔｉｎｏｐａｌ　ＣＢＳ－Ｘ（商標）、　およびＴｉｎｏｐａｌ　ＡＭ
Ｓ－ＧＸ（商標）を含むがこれらに限られない。光学的光沢剤の例はまた、’’Ｔｈｅ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎ
ｔ　Ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ’’、　Ｍ。　Ｚａｈｒａｄｎｉｋ、　Ｐｕ
ｂｌｉｓｈｅｄ　ｂｙ　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　（
１９８２）、（参照によりその開示を本明細書中に取り込む）に開示されている。
【００４５】
　好適なスチルベン誘導体は、ビス（トリアジニル）アミノスチルベン誘導体、スチルベ
ンのビスアシルアミノ誘導体、スチルベンのトリアゾール誘導体、スチルベンのオキサジ
アゾール誘導体、スチルベンのオキサゾール誘導体、スチルベンのおよびスチリル誘導体
を含むがこれらに限られない。
【００４６】
　帯電防止剤
　この洗剤組成物は、帯電防止特性を提供するために洗濯乾燥業界で普通に使用されるも
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の等の帯電防止剤を含むことができる。帯電防止剤は、処理に曝されない繊維製品と比較
した場合に、少なくとも約５０％の％静電気低下（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｓｔａｔｉｃ　ｒｅ
ｄｕｃｔｉｏｎ）を生成することができる。この％静電気低下は、７０％超であることが
でき、そしてこれは８０％超であることができる。帯電防止剤の例は、第四級基を含む試
薬を含むがこれに限られない。
【００４７】
　抗しわ剤
　この洗剤組成物は、抗しわ特性を提供するように、抗しわ剤を含むことができる。好適
な抗しわ剤の例は、シロキサンまたはシリコーン含有化合物および第四級アンモニウム化
合物を含むがこれらに限られない。抗しわ剤の特に好適な例は、ポリジメチルシロキサン
二第四級アンモニウム（ｄｉｑｕａｔｅｒｎａｒｙ　ａｍｍｏｎｉｕｍ）、シリコーンコ
ポリオール脂肪第四級アンモニウム、およびポリオキシアルキレンを有するポリジメチル
シロキサンを含むがこれらに限られない。市販されている抗しわ剤の例は、Ｄｅｇｕｓｓ
ａ／Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｈｏｐｅ
　ｗｅｌｌ、　ＶＡから入手可能であるＲｅｗｏｑｕａｔ（商標）　ＳＱ２４；Ｌａｍｂ
ｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから入手可能であるＬｕｂｅ　ＣＳＩ－Ｑ（商標）；
およびＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、
　Ｇｒｅｅｎｓｂｏｒｏ、　ＮＣ．から入手可能であるＴｉｎｏｔｅｘ　ＣＭＡ（商標）
を含むがこれらに限られない。
【００４８】
　臭気捕集剤
　この洗剤組成物は、臭気捕集剤を含むことができる。通常、臭気捕集剤は、においを提
供するある分子を捕捉または取り囲むことによって機能すると考えられている。好適な臭
気捕集剤の例は、シクロデキストリンおよびリシノール酸亜鉛を含むがこれらに限られな
い。
【００４９】
　繊維保護剤
　この洗剤組成物は、繊維の分解および／または劣化を減少または予防するために、繊維
製品の繊維を被覆する繊維保護剤を含むことができる。繊維保護剤の例は、セルロースの
ポリマーを含むがこれに限られない。
【００５０】
　色保護剤
　この洗剤組成物は染料の繊維製品から水中に逃げる傾向を低下させるために、繊維製品
の繊維を被覆するための色保護剤を含むことができる。好適な色保護剤の例は、第四級ア
ンモニウム化合物および界面活性剤を含むがこれらに限られない。特に好適な色保護剤の
例は、ジ（ノータロー（ｎｏｒｔａｌｌｏｗ）カルボキシエチル）ヒドロキシエチルメチ
ルアンモニウムメチルサルフェートおよびカチオン性ポリマーを含むがこれらに限られな
い。市販されている界面活性剤色保護剤の例は、Ｄｅｇｕｓｓａ／Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄ
ｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｈｏｐｅｗｅｌｌ、　ＶＡから入手
可能であるＶａｒｉｓｏｆｔ　ＷＥ　２１　ＣＰ（商標）およびＶａｒｉｓｏｆｔ　ＣＣ
Ｓ－Ｉ（商標）；Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎ、　Ｇｒｅｅｎｓｂｏｒｏ、　ＮＣからＴｉｎｏｆｉｘ　ＣＬ（商標）；および
Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ、　ＮＣから入手可
能であるＣｏｌｏｒ　Ｃａｒｅ　Ａｄｄｉｔｉｖｅ　ＤＦＣ　９（商標）、　Ｔｈｉｏｔ
ａｎ　ＴＲ（商標）、　Ｎｙｌｏｆｉｘａｎ　Ｐ－Ｌｉｑｕｉｄ（商標）、　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒ　ＶＲＮ（商標）、　Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎ　Ｆ－４（商標），Ｃａｒｔａｒｅｔｉ
ｎ　Ｆ－２３（商標）；Ａｌｃｏａ　Ｉｎｃ．、　Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ、　ＰＡから入
手可能であるＥＸＰ　３９７３　Ｐｏｌｙｍｅｒ（商標）；および　Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ＰＩｃ、　Ｅｄｉｓｏｎ　ＮＪから入手可能であるＣｏｌｔｉｄ
ｅ（商標）を含むがこれらに限られない。
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【００５１】
　染料／着臭剤
　種々の染料、香水を含む着臭剤、および他の美観改良剤はまた、洗剤組成物中に含まれ
ることができる。好適な市販されている染料の例は、Ｍａｃ　Ｄｙｅ－Ｃｈｅｍ　Ｉｎｄ
ｕｓｔｒｉｅｓ、　Ａｈｍｅｄａｂａｄ、　Ｉｎｄｉａから入手可能であるＤｉｒｅｃｔ
　Ｂｌｕｅ　８６（商標）；Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、
　Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ、　ＰＡから入手可能であるＦａｓｔｕｓｏｌ　Ｂｌｕｅ（商標
）；Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ、　Ｗａｙｎｅ、　ＮＪから
入手可能であるＡｃｉｄ　Ｏｒａｎｇｅ　７（商標）；Ｓａｎｄｏｚ、　Ｐｒｉｎｃｅｔ
ｏｎ、　ＮＪから入手可能であるＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０　ａｎｄ　Ｓａｎｄｏ
ｌａｎ　Ｂｌｕｅ／Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１８２（商標）；　Ｃｈｅｍｏｓ　ＧｍｂＨ、
　Ｒｅｇｅｎｓｔａｕｆ、　Ｇｅｒｍａｎｙから入手可能であるＡｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ
　２３（商標）；Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、　Ｓｔ．　Ｌｏｕｉｓ、　ＭＯから入
手可能であるＡｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７（商標）；Ｋｅｙｓｔｏｎ　Ａｎａｌｉｎｅ
　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、　Ｃｈｉｃａｇｏ、　ＩＬから入手可能であるＳａｐ　Ｇ
ｒｅｅｎ　ａｎｄ　Ｍｅｔａｎｉｌ　Ｙｅｌｌｏｗ（商標）；Ｅｍｅｒａｌｄ　Ｈｉｌｔ
ｏｎ　Ｄａｖｉｓ、　ＬＬＣ、　Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ、　ＯＨから入手可能であるＡｃ
ｉｄ　Ｂｌｕｅ　９（商標）；Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙ、　Ｎｅｗａｒｋ、　ＮＪから入手可能であるＨｉｓｏｌ　Ｆａｓｔ　
Ｒｅｄ　ａｎｄ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｉｎ（商標）；および、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌ
ｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｇｒｅｅｎｂｏｒｏ、　ＮＣか
ら入手可能であるＡｃｉｄ　Ｇｒｅｅｎ　２５（商標）を含むがこれらに限られない。
【００５２】
　好適な香料または香水の例は、シトロネロール等のテルペノイド、アミル桂皮アルデヒ
ド等のアルデヒド、ＣＩＳ－ジャスミンまたはジャスマル等のジャスミン、およびバニリ
ンを含むがこれらに限られない。
【００５３】
　ＵＶ保護剤
　この洗剤組成物は、織物に高められたＵＶ保護を提供するために、ＵＶ保護剤を含むこ
とができる。衣類の場合、ＵＶ保護剤を衣類に適用することによって、衣類の下にある皮
膚上への紫外線の有害な効果を低下させることが可能であると考えられている。衣類は重
量でより軽くなるので、ＵＶ光は衣類をより貫通する傾向を有しそして衣類の下の皮膚は
、日焼けする場合がある。好適な市販されているＵＶ保護剤の例は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃ
ｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、　Ｇｒｅｅｎｓｂｏｒｏ、
　ＮＣ．から入手可能であるＴｉｎｏｓｏｒｂ　ＦＤ（商標）を含むがこれに限られない
。
【００５４】
　抗けば立ち剤
　この洗剤組成物は、繊維から突出するかまたははみだした繊維の部分に作用する抗けば
立ち剤(Ａｎｔｉ－ｐｕｌｌｕｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ）を含むことができる。抗けば立ち剤
は、セルラーゼ酵素等の酵素として有用であることができる。市販されている抗けば立ち
剤の例は、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、　Ｐａｌ　Ａｌｔｏ、　Ｃ
Ａから入手可能であるＰｕｒａｄｅｘ（商標）；およびＮｏｖｏｚｙｍｅ、　Ｆｒａｎｋ
ｌｉｎｔｏｎ、　ＮＣから入手可能であるＥｎｄｏｌａｓｅ（商標）　およびＣａｒｅｚ
ｙｍｅ（商標）を含むがこれらに限られない。
【００５５】
　撥水剤
　この洗剤組成物は、撥水剤特性を高めるために繊維製品に適用できる撥水剤を含むこと
ができる。適する撥水剤の例は、パーフルオロアクリレートコポリマー、炭化水素ワック
ス、およびポリシロキサンを含むがこれらに限られない。
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【００５６】
　硬化剤／溶解度調整剤
　この洗剤組成物は、より少量であるが有効量の硬化剤を含むことができる。好適な硬化
剤の例は、ステアリックモノエタノールアミド（ｓｔｅａｒｉｃ　ｍｏｎｏｅｔｈａｎｏ
ｌａｍｉｄｅ）またはラウリックジエタノールアミド（ｌａｕｒｉｃ　ｄｉｅｔｈａｎｏ
ｌａｍｉｄｅ）等のアミド、アルキルアミド、固体ポリエチレングリコール、固体ＥＯ／
ＰＯブロックコポリマー、酸またはアルカリ性処理工程を通して水溶性にされた澱粉、お
よび冷却で加熱された組成物に凝固特性を与える種々の無機物を含むがこれらに限られな
い。そうした化合物は、クリーニング試薬および／または他の活性成分が、長期間にわた
り、固体組成物から吐出されることができるような使用の間、水媒体中での組成物の溶解
度を変化させる。
【００５７】
　ガラスおよび金属腐食防止剤
　この洗剤組成物は、約３０ｗｔ％まで、約６ｗｔ％まで、そして約２ｗｔ％までの量で
金属腐食防止剤を含むことができる。この腐食防止剤は、腐食防止剤がないことを除けば
別の同一の使用溶液でのガラスの腐食および／またはエッチングの速度より小さいガラス
の腐食および／またはエッチングの速度を示す使用溶液を提供するのに充分な量で洗剤組
成物中に含まれることができる。使用溶液は、所望の腐食抑制特性を提供するために、少
なくとも約６百万分の１（ｐｐｍ）の腐食防止剤を含むであろうことが期待される。より
大量の腐食防止剤が有害な影響なしに使用溶液中で使用することができると期待される。
使用溶液は、約６ｐｐｍ～約３００ｐｐｍの腐食防止剤、および約２０ｐｐｍ～約２００
ｐｐｍの腐食防止剤を含むことができる。好適な腐食防止剤の例は、アルミニウムイオン
源と、亜鉛イオン源との組み合わせ、およびそれらのアルカリ金属ケイ酸塩または水和物
を含むがこれらに限られない。
【００５８】
　腐食防止剤は、アルミニウムイオン源と、亜鉛イオン源との組み合わせということがで
きる。この固体洗剤組成物が、使用溶液の形態で提供された場合、アルミニウムイオン源
および亜鉛イオン源は、アルミニウムイオンおよび亜鉛イオンを、それぞれ提供する。腐
食防止剤の量は、アルミニウムイオン源および亜鉛イオン源の合せた量に基づいて計算さ
れる。使用溶液中でアルミニウムイオンを提供する任意のものは、アルミニウムイオン源
と呼ぶことができ、そして使用溶液中に提供された場合、亜鉛イオンを提供する全てのも
のは、亜鉛イオン源と呼ぶことができる。アルミニウムイオン源および／または亜鉛イオ
ン源が反応して、アルミニウムイオンおよび／または亜鉛イオンを生成することは必要で
はない。アルミニウムイオンは、アルミニウムイオン源と考えることができ、そして亜鉛
イオンは、亜鉛イオン源と考えることができる。アルミニウムイオン源および亜鉛イオン
源は、有機塩、無機塩、およびそれらの混合物として提供されることができる。例示的な
アルミニウムイオン源は、アルミン酸ナトリウム、臭化アルミニウム、塩素酸アルミニウ
ム、塩化アルミニウム、ヨウ化アルミニウム、硝酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、酢
酸アルミニウム、ギ酸アルミニウム、酒石酸アルミニウム、酪酸アルミニウム、オレイン
酸アルミニウム、臭素酸アルミニウム、ホウ酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウム
、硫酸アルミニウム亜鉛、およびリン酸アルミニウム等のアルミニウム塩を含むがこれら
に限られない。例示的な亜鉛イオン源は、塩化亜鉛、硫酸亜鉛、硝酸亜鉛、ヨウ化亜鉛、
チオシアン酸亜鉛、フルオロケイ酸亜鉛、二クロム酸亜鉛、クロム酸亜鉛、亜鉛酸ナトリ
ウム、グルコン酸亜鉛、酢酸亜鉛、安息香酸亜鉛、クエン酸亜鉛、乳酸亜鉛、ギ酸亜鉛、
臭素酸塩亜鉛、臭化亜鉛、フッ化亜鉛、フッ化ケイ酸亜鉛、およびサリチル酸亜鉛等の亜
鉛塩を含むがこれらに限られない。
【００５９】
　使用溶液中でアルミニウムイオンの亜鉛イオンに対する比を制御することによって、い
ずれかの成分単独での使用と比較して，ガラス製品およびセラミックの減少した腐食およ
び／またはエッチングを提供することが可能である。これは、アルミニウムイオンと亜鉛
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イオンとの組み合わせは、腐食および／またはエッチングの減少における相乗効果を提供
できる。アルミニウムイオン源の亜鉛イオン源に対する比は、相乗作用効果を提供するよ
うに制御できる。通常、使用溶液中でアルミニウムイオン：亜鉛イオンの重量比は、少な
くとも約６：１であることができ、約１：２０未満であることができ、そして約２：１～
約１：１５であることができる。
【００６０】
　有効量のアルカリ金属ケイ酸塩またはそれらの水和物は、本発明の組成物および工程に
おいて用いられ、金属保護能力を有する安定な固体洗剤組成物を生成することができる。
本発明の組成物において用いることのできるケイ酸塩は、通常、固体洗剤調合物中で使用
されてきたものである。例えば、典型的なアルカリ金属ケイ酸塩は、無水または好ましく
は水和水（約５ｗｔ％～約２５ｗｔ％、特に約１５ｗｔ％～約２０ｗｔ％の水和水）のい
ずれかであるこれらの粉末化、粒子状または粒状ケイ酸塩である。これらのケイ酸塩は、
好ましくはケイ酸ナトリウムであり、そしてそれぞれ約１：１～約１：５のＮａ２Ｏ：Ｓ
ｉＯ２比を有し、そして典型的には水約５ｗｔ％～約２５ｗｔ％の量で利用できる水を含
む。通常、ケイ酸塩は、約１：１～約１：３．７５、特に約１：１．５～約１：３．７５
および最も特に約１：１．５～約１：２．５のＮａ２Ｏ：ＳｉＯ２比を有する。約１：２
のＮａ２Ｏ：ＳｉＯ２比および約１６ｗｔ％～約２２ｗｔ％の水和の水を有するケイ酸塩
が最も好ましい。例えば、そうしたケイ酸塩は、ＧＤケイ酸塩としての粉末形態およびＰ
Ｑ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、 Ｖａｌｌｅｙ Ｆｏｒｇｅ、 ＰＡから入手可能であるＢｒ
ｉｔｅｓｉｌ Ｈ－２０（商標）としての粒状形態で入手可能である。これらの比は、単
一のケイ酸塩組成物または組み合わせにより好ましい比となるケイ酸塩の組み合わせでえ
ることができる。好ましい比での水和したケイ酸塩、約１：１．５～約１：２．５のＮａ

２Ｏ：ＳｉＯ２比は、最適な金属保護を提供し、そして急速に固体洗剤を生成することが
見いだされた。水和したケイ酸塩は、好ましい。
【００６１】
　ケイ酸塩は、金属保護を提供するために洗剤組成物中に含まれることができるが、しか
しアルカリ度を提供し、そしてさらに再付着防止剤として機能することが知られている。
例示的なケイ酸塩は、ケイ酸ナトリウムおよびケイ酸カリウムを含むがこれらに限られな
い。この洗剤組成物は、ケイ酸塩なしで提供されることができるが、ケイ酸塩が含まれる
場合、所望の金属保護を提供する量で含まれることができる。この濃縮物は、少なくとも
約１ｗｔ％、少なくとも約５ｗｔ％、少なくとも約１０ｗｔ％、および少なくとも約１５
ｗｔ％の量でケイ酸塩を含むことができる。さらに、濃縮物中で他の成分のための充分な
余地を提供するために、ケイ酸塩成分は、約３５ｗｔ％未満、約２５ｗｔ％未満、約２０
ｗｔ％未満、および約１５ｗｔ％未満のレベルで提供されることができる。
【００６２】
　酵素
　洗剤組成物中に含まれることができる酵素は、澱粉および／またはタンパク質しみの除
去を助けるこれらの酵素を含む。例示的なタイプの酵素は、プロテアーゼ、α－アミラー
ゼ、およびそれらの混合物を含むがこれらに限られない。使用できる例示的なプロテアー
ゼは、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｘ、　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｕ
ｓ、　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｃａｌｏｐｈｉｌｕｓ、　およびＢａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｎｓから誘導されたものを含むがこれらに限られない。例示的
なα－アミラーゼは、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ、　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍ
ｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｅｉｎｓ　およびＢａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉ
ｓを含む。この濃縮物は、酵素を含む必要はないが、この濃縮物が酵素を含む場合は、洗
剤組成物が使用組成物として提供される場合所望の酵素活性を提供する量で含まれること
ができる。濃縮物中で酵素の例示的な範囲は、約１０ｗｔ％まで、約５ｗｔ％までおよび
約１ｗｔ％までを含む。
【００６３】
　抗スケーリング剤
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　洗剤組成物は、抗スケーリング剤（Ａｎｔｉ－ｓｃａｌｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）を含むこ
とができる。一態様では、抗スケーリング剤は、洗剤組成物の約０．２５ｗｔ％～約１０
ｗｔ％を構成する。いくつかの態様において、抗スケーリング剤は、洗剤組成物の約２～
約５ｗｔ％を構成する。また他の態様において、抗スケーリング剤は、洗剤組成物の約０
．５～約１．５ｗｔ％を構成する。当然のことながら、すべての変数およびこれらの値お
よび範囲の間の範囲は、本発明によって、包含される。いくつかの態様において、有効量
の抗スケーリング剤は、装置上のスケールが実質的に除去されるように、工業の食品加工
装置に適用される。
【００６４】
　いくつかの態様において、スケール堆積の少なくとも約１０％は、装置から除去される
。他の態様において、スケール堆積の少なくとも約２５％は、除去される。また他の態様
において、スケール堆積の少なくとも約５０％は除去される。いくつかの態様において、
スケール堆積の約９０％は除去される。
【００６５】
　いくつかの態様において、装置上へのスケールの形成が実質的に防止されるように、有
効量の抗スケーリング剤が工業食品加工装置に適用される。いくつかの態様において、ス
ケール堆積の少なくとも約１０％が防止される。他の態様において、スケール堆積の少な
くとも約２５％が防止される。また他の態様において、スケール堆積の少なくとも約５０
％が防止される。いくつかの態様において、スケール堆積の約９０％が防止される。
【００６６】
　酸化剤
　この洗剤組成物は、過酸化物またはペルオキシ酸等の酸化剤または酸化剤を更に含むこ
とができる。好適な成分は、亜塩素酸塩、臭素、臭素酸塩、一臭化塩素、ヨード、一塩化
ヨウ素、ヨウ素酸塩、パーマンガネート、硝酸塩、硝酸、ホウ酸塩、過ホウ酸塩、および
オゾン、酸素、二酸化塩素、塩素、二酸化硫黄およびそれらの誘導体等のガス状酸化剤等
の酸化剤である。過酸化物を含むペルオキシジェン化合物、および過炭酸塩を含む種々の
過カルボン酸は、好適である。
【００６７】
　ペルオキシカルボン酸（またはペルオキシカルボン酸）は、通常式Ｒ（ＣＯｓＨ）ｎ（
式中、例えば、Ｒは、アルキル、アリールアルキル、シクロアルキル、芳香族、または複
素環基であり、そしてｎは１、２、または３であり、そして親酸にペロキシを頭に付ける
ことによって名付けられる）を有する。Ｒ基は、飽和または不飽和、ならびに置換または
非置換であることができる。中鎖（ｍｅｄｉｕｍ　ｃｈａｉｎ）ペルオキシカルボン酸（
またはペルオキシカルボン酸）は、式Ｒ（ＣＯ３Ｈ）ｎ（式中、Ｒは、Ｃ５～Ｃ１１のア
ルキル基、Ｃ５～Ｃ１１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ１１のアリールアルキル基、Ｃ５～
Ｃ１１のアリール基、またはＣ５～Ｃ１１の複素環基であり；そしてｎは１、２、または
３である。）を有することができる。短鎖脂肪酸は、式Ｒ（ＣＯ３Ｈ）ｎ（式中、Ｒは、
Ｃ１～Ｃ４であり、そしてｎは、１、２、または３である。）を有することができる。
【００６８】
　好適なペルオキシカルボン酸の例は、ペルオキシペンタン酸、ペルオキシヘキサン酸、
ペルオキシへプタン酸、ペルオキシオクタン酸、ペルオキシノナン酸、ペルオキシイソノ
ナン酸、ペルオキシデカン酸、ペルオキシウンデカン酸、ペルオキシドデカン酸、ペルオ
キシアスコルビン酸、ペルオキシアジピン酸、ペルオキシクエン酸、ペルオキシピメリン
酸、またはペルオキシスベリン酸、それらの混合物、またはその同類のものを含むがこれ
らに限られない。
【００６９】
　好適な分枝鎖ペルオキシカルボン酸の例は、ペルオキシイソペンタン酸、ペルオキシイ
ソノナン酸、ペルオキシイソヘキサン酸、ペルオキシイソへプタン酸、ペルオキシイソオ
クタン酸、ペルオキシイソノナン酸、ペルオキシイソデカン酸、ペルオキシイソウンデカ
ン酸、ペルオキシイソドデカン酸、ペルオキシネオペンタン酸、ペルオキシネオヘキサン
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酸、ペルオキシネオへプタン酸、ペルオキシネオオクタン酸、ペルオキシネオノナン酸、
ペルオキシネオデカン酸、ペルオキシネオウンデカン酸、ペルオキシネオドデカン酸、そ
れらの混合物、またはその同類のものを含むがこれらに限られない。
【００７０】
　典型的なペルオキシジェン化合物は、過酸化水素（Ｈ２Ｏ２）、過酢酸、過オクタン酸
（ｐｅｒｏｃｔａｎｏｉｃ　ａｃｉｄ）、過硫酸塩、過ホウ酸塩、または過炭酸塩を含む
。
【００７１】
　洗剤組成物中の酸化剤の量は、存在する場合、約４０ｗｔ％までである。酸化剤の受け
入れられるレベルは、約１０ｗｔ％までであり、約５％までが特に好適なレベルである。
【００７２】
　溶媒
　この洗剤組成物は、汚れ除去特性を高めるために、または最終組成物の粘度を調製する
ために溶媒を含むことができる。疎水性の汚れを除去するのに好適な溶媒は、低級アルカ
ノール、低級アルキルエーテル、グリコール、アリールグリコールエーテルおよび低級ア
ルキルグリコールエーテル等の含酸素溶媒を含むがこれらに限られない。他の溶媒の例は
、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノールおよびブタノール、イソブ
タノール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、メチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、混合エチレンプロピレングリコールエーテル、
エチレングリコールフェニルエーテル、およびプロピレングリコールフェニルエーテルを
含むがこれらに限られない。実質的に水溶性のグリコールエーテル溶媒は、プロピレング
リコールメチルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、ジプロピレングリコ
ールメチルエーテル、トリプロピレングリコールメチルエーテル、エチレングリコールブ
チルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエー
テル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、ジ
エチレングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールメチルエーテル、メチレン
グリコールエチルエーテル、メチレングリコールブチルエーテルおよびその同類のものを
含むがこれらに限られない。
【００７３】
　溶媒が洗剤組成物中に含まれる場合、約２５ｗｔ％まで、特に約１５ｗｔ％までしてさ
らに特に約５ｗｔ％までの量で含まれることができる。
【００７４】
　防虫剤
　洗剤組成物は、防蚊剤等の防虫剤を含むことができる。市販されている防虫剤の例は、
ＤＥＥＴである。さらに、水性キャリアー溶液は、白カビを殺す防かび剤およびある繊維
製品上に存在するアレルギーの潜在性（ａｌｌｅｒｇｉｃ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌ）を低下
させ、および／または菌保証特性　（ｇｅｒｍ　ｐｒｏｏｆｉｎｇ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅ
ｓ）を提供するアラージサイド（ａｌｌｅｒｇｉｃｉｄｅｓ）を含むことができる。
【００７５】
　他の成分
　所望の特性または機能性を含むように調合された特別な洗剤組成物を提供するのに有用
な広範な他の成分が含まれることができる。例えば、この洗剤組成物は、他の活性成分、
クリーニング酵素、キャリアー、処理助剤、液体調合物、またはその他のもののための溶
媒、およびその同類のものを含むことができる。
【００７６】
　態様
　本発明は、ビルダーとしてアルミニウムヒドロキシカルボキシレートを含む液体および
固体洗剤組成物に関する。洗剤組成物が液体として提供される場合、本発明は、ゲルまた
はペーストを含む。洗剤組成物が固体として提供される場合、洗剤組成物は、キャスティ
ングされた、押し出された、成型されたまたは成形された固体ペレット、ブロック、錠剤
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、粉末、粒体、薄片およびその同類のものを含むがこれらに限られない形態を取ることが
できる。
【００７７】
　濃縮された洗濯洗剤、濃縮された食器洗浄洗剤および濃縮された食品および飲料洗剤と
して提供される場合、洗剤組成物の成分のための例示的な範囲は、表１、２および３の中
に、それぞれ示されている。
【００７８】
　表１－洗濯組成物
【表１】

【００７９】
　表２－食器洗浄組成物
【表２】
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【００８０】
　表３－食品および飲料組成物
【表３】

【００８１】
　この洗剤組成物は、混合工程を使用して製造できる。アルミニウムヒドロキシカルボキ
シレート、アルカリ源、界面活性剤または界面活性剤系および他の機能性成分を含む洗剤
組成物の成分は、最終の、均質の組成物を生成するように完全に溶解するのに充分な時間
の量の間混合される。例示的な態様では、洗剤組成物の成分は、約１０分間混合される。
【００８２】
　この洗剤組成物は、濃縮物組成物を含むことができるか、または使用組成物を生成する
ように希釈されることができる。通常、濃縮物は、所望のクリーニング、すすぎまたはそ
の同類のものを提供するために、物体に接触する使用溶液に、水を用いて希釈されること
を目的とする組成物をいう。クリーニングされる物品に接触する洗剤組成物は、使用組成
物ということができる。使用溶液は、クリーニング、すすぎ、またはその同類のものに好
適なレベルで追加の機能性成分を含むことができる。ある態様では、使用溶液は、約０．
０５ｗｔ％～約７５ｗｔ％の追加の機能性成分を含む。
【００８３】
　使用溶液は、所望の洗剤特性を有する使用溶液を提供する希釈比で水を用いて濃縮物を
希釈することによって濃縮物から調製できる。使用組成物を生成させるために濃縮物を希
釈するのに用いられる水は、希釈水または希釈剤と呼ばれることができ、そして場所によ
って異なる。典型的な希釈因子は約１～約５００であるが、水硬度、除去されたる汚れの
量およびその同類のものを含む因子に依存する。ある態様では、濃縮物は、約１：１０～
約１：１０、０００（濃縮物：水）の比で希釈される。特に、この濃縮物は、約１：１０
０～約１：１５００（濃縮物：水）の比で希釈される。さらに特に、この濃縮物は、約１
：２５０～約１：５００（濃縮物：水）の比で希釈される。洗剤組成物が使用溶液に希釈
される場合、アルミニウムヒドロキシカルボキシレートは、約２０百万分の１（ｐｐｍ）
～約４００ｐｐｍおよび特に約４０ｐｐｍ～約１４０ｐｐｍの濃度において効果的である
。特に、アルミニウムヒドロキシカルボキシレートは、約１００ｐｐｍ未満および約４０
ｐｐｍ未満の濃度において効果的である。
【００８４】
　使用組成物は、洗剤組成物の無駄を避けながら所望のレベルの洗剤特性を提供するのに
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充分である固体含有量を有することができる。固体濃度は、使用組成物中における非水成
分の濃度をいう。ある態様では、洗剤組成物が使用溶液として提供される場合、使用組成
物は、所望のレベルのクリーニングを提供するために、少なくとも約０．０５ｗｔ％の固
体含有量を有することができる。さらに、使用組成物は、組成物を使いすぎることを避け
るために約１．０ｗｔ％未満の固体含有量を有することができる。使用組成物は、約０．
０５ｗｔ％～約０．７５ｗｔ％の固体含有量を有することができる。
【００８５】
　濃縮物は、使用溶液を提供するために使用の場所において、水を用いて希釈されること
ができる。使用溶液は、表面から汚れを除去するのに充分な時間の量の間表面上に適用さ
れることができる。例示的な態様では、使用溶液は、表面から汚れを効果的に除去するた
めに、表面上に少なくとも約５秒間留まる。使用溶液は、次に表面からすすがれる。
【００８６】
　本開示中で使用される固体洗剤組成物は、例えば、固体、ペレット、ブロック、錠剤、
および粉末を含む種々の形態を包含する。一例として、ペレットは、約１ｍｍ～約１０ｍ
ｍの直径を有することができる、錠剤は、約１ｍｍ～約１０ｍｍまたは約１ｃｍ～約１０
ｃｍの直径を有することができる、そしてブロックは、少なくとも約１０ｃｍの直径を有
することができる。当然のことながら、用語「固体」は、貯蔵および固体洗剤組成物の使
用の予期される条件下での洗剤組成物の状態をいう。通常、洗剤組成物は、約１００°Ｆ
までまたは約１２０°Ｆより下の温度で提供される場合、固体のままであるであろうこと
が予期される。
【００８７】
　ある態様において、固体洗剤組成物は、単位投与量の形態で提供される。単位投与量は
、全単位が単一のサイクル、例えば、食器洗浄機の単一の洗浄サイクルの間に使用される
ようなサイズの単位の固体洗浄組成物をいう。固体洗剤組成物が単位投与量として提供さ
れる場合、約１グラム（ｇ）～約５０ｇの質量を有することができる。他の態様において
、組成物は、約５０ｇ～２５０ｇ、約１００ｇ以上、または約４０ｇ～約１１、０００ｇ
のサイズを有する固体、ペレット、または錠剤であることができる。
【００８８】
　他の態様において、固体洗剤組成物は、ブロックまたは複数のペレット等の複数の使用
固体の形態で提供されることができ、そして複数の洗浄サイクルのための水性洗剤組成物
を生成するために繰り返して使用できる。ある態様において、固体洗剤組成物は、約５ｇ
～約１０キログラム（ｋｇ）の質量を有する固体として提供されることができる。ある態
様において、固体洗剤組成物の複数の使用形態は、約１ｋｇ～約１０ｋｇの質量を有する
。さらなる形態では、固体洗剤組成物の複数の使用形態は、約５ｋｇ～約８ｋｇの質量を
有する。他の態様において、固体洗剤組成物の複数の使用形態は、約５ｇ～約１ｋｇ、ま
たは約５ｇ～約５００ｇの質量を有する。
【実施例】
【００８９】
　本発明の範囲内多数の改変および変化は、当業者に明らかであろうので、本発明は、具
体的な説明のみを意図する以下の例中で、さらに特に記載される。そうでないと記載がな
い限り、以下の例中で報告される、全ての部、パーセンテージ、および比は、重量基準で
あり、そして以下の例中で使用されるすべての試薬は、下記の化学品供給業者から得られ
たか、もしくは入手可能であり、または従来技術によって合成できる。
【００９０】
　洗濯試験
　汚れを除去する本発明の組成物の能力を決定するために、種々の洗濯試験を行った。試
験された組成物は、ビルダーとしてアルミニウムヒドロキシカルボキシレートを含んでい
た。複数の人工的に汚した綿、ポリコットンおよび綿ポリエステルの耐久性のあるプレス
材料見本（ｓｗａｔｃｈ）が、汚され、そして種々の組成物を用いて洗浄された。汚れは
、メークアップ、汚れたモーター油、すす／オリーブ油およびほこり皮脂を含んでいた。
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それぞれの材料見本上に存在する汚れの量を、Ｈｕｎｔｅｒｌａｂ　Ｃｏｌｏｒｑｕｅｓ
ｔ　ＸＥ分光光度計を使用して反射率、または明度（Ｌ）値を使用した測定により決定し
た。３つの大きい綿のナプキン６つの異なるタイプの材料見本を含む裏材料（ｂａｃｋｅ
ｒｓ）を、それぞれ、布の裏材料に取り付けた。
【００９１】
　洗浄機を、洗浄ドラムの内側に均一に分散された３つの裏材料とともに約２５～２８ポ
ンドの綿シートで充填した。それぞれの洗濯試験を、約１４０°Ｆの温度の水で行い、１
洗浄当り約２５０ｇの組成物を使用した。
【００９２】
それぞれの洗浄の後で、材料見本を乾燥させ、そして反射率（Ｌ値）を再び測定した。初
期のＬ値と最終のＬ値との間の相違から除去された％汚れを計算した。汚れ除去値（ＳＲ
）を以下の式から計算した：
　ＳＲ　＝　（（Ｌｗ－Ｌｕｗ）／（Ｌｏ－Ｌｕｗ））×１００％
（式中、
　ＳＲ　＝　汚れ除去　（％）
　Ｌｗ＝洗浄された材料見本の明度
　Ｌｕｗ＝汚されて、未洗浄の材料見本の明度
　Ｌｏ＝汚される前の白色の材料見本の明度）。
【００９３】
　一般的に、２種の洗剤組成物の性能が約１０％より大きく変わらない場合、２種の洗剤
組成物は、実質的に同様に機能し、従って、相互に有効な置換物として機能すると考えた
。
【００９４】
　例１および比較例ＡおよびＢ
　例１の組成物は、ビルダーとしてアルミニウムヒドロキシカルボキシレート、およびベ
ースとして洗剤特性を有すると知られている直鎖アルキルスルホネート（ＬＡＳ）成分を
、使用する本発明の洗剤組成物を含んでいた。特に、例１の組成物は、グルコン酸アルミ
ニウムを含んでいた。
【００９５】
　比較例Ａの組成物は、ＬＡＳのみを含んでおり、そして比較例Ｂの組成物は、ＬＡＳお
よび公知のビルダー特性を有する成分、ナトリウムトリポリホスフェート（ＳＴＰＰ）を
含んでいた。例１および比較例ＡおよびＢの組成物の成分濃度を、下の表４中に具体的に
説明する。
【００９６】
　　表４
【表４】

【００９７】
　例１および比較例ＡおよびＢの組成物での個々のおよび平均の汚れ除去％を、下記の表
５に記載する。
　表５．
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【表５】

【００９８】
　表５中に具体的に示すように、例１の組成物は、ＬＡＳのみを含んでいた比較例の組成
物より、平均して約１８％性能が優れていた。比較例Ｂの組成物と比較した場合、グルコ
ン酸アルミニウムは、平均して約１１．５％より少なく汚れを除去した。しかし、標準偏
差を考慮に入れた場合、グルコン酸アルミニウムとＳＴＰＰとの性能において１０％未満
の相違がある。従って、グルコン酸アルミニウムは、洗濯洗剤中でＳＴＰＰビルダーとし
て好適な置換物となる。
【００９９】
　例２および比較例Ｃ
　例２の組成物は、ベースとしてＥｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．、　Ｓｔ。　Ｐａｕｌ、　ＭＮ
、から入手可能である洗剤、調合物１を使用するが、調合物１中のＥＤＴＡをグルコン酸
アルミニウムと、１：１の重量比基準で置き換えた、本発明の洗剤組成物を含んでいた。
　比較例Ｃの組成物は、ビルダーとしてＥＤＴＡを使用する調合物１のみを含んでいた。
　例２および比較例Ｃの組成物での個々のおよび平均の汚れ除去％を、下記表６中に示す
。
【０１００】
　表６．
【表６】

【０１０１】
　表６中に具体的に説明するように、例２および比較例Ｃの組成物は、実質的に同様に機
能した。従って、グルコン酸アルミニウムは、洗濯洗剤中のビルダーとして、ＥＤＴＡの
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好適な置き換えとなる。
【０１０２】
　例３および比較例Ｄ
　例３の組成物は、ベースとして、Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．、　Ｓｔ。　Ｐａｕｌ、　Ｍ
Ｎから入手可能である洗剤Ｅｃｏｓｔａｒ（商標）、およびビルダーとしてグルコン酸ア
ルミニウムを使用する、本発明の洗剤組成物を含んでいた。特に、例３の組成物では調合
物１中でニトリロ３酢酸（ＮＴＡ）をグルコン酸アルミニウムと１：１重量比ベースで置
換した。
　比較例Ｄの組成物は、ビルダーとしてＮＴＡを使用するＥｃｏｓｔａｒ（商標）を含ん
でいた。
　例３および比較例Ｄの組成物での個々のおよび平均％汚れ除去を、下記の表７に示す。
【０１０３】
表７
【表７】

【０１０４】
　表７は、例３の組成物が、比較例Ｄの組成物より、平均して約１１．３％少なく汚れを
除去したことを示す。しかし、標準偏差を考慮すると、グルコン酸アルミニウムとＮＴＡ
との重複する性能がある。従って、グルコン酸アルミニウムは、洗濯洗剤中でビルダーと
してＮＴＡの好適な置換物となる。
【０１０５】
　食器洗浄試験
　試験のためのプレートを用意するために、コーヒーディッパーを１７グレイン（ｇｒａ
ｉｎ）の硬水で満たし、そして約１８５°Ｆ～約１９５°Ｆに加熱した。１５０のリプト
ンティーバッグを加え、そして約５分～約７分間かき混ぜた。ブロス内に液体を絞りなが
ら、ティーバッグを除去した。次にディッパー中の温度を約１６０°Ｆに下げて、約４つ
の１２オンス缶のＣａｒｎａｔｉｏｎ　Ｅｖａｐｏｒａｔｅｄ　Ｍｉｌｋを加え、そして
約３０分間攪拌した。１セットの１５のプレートをディッパーに加え、そして１分で２５
回溶液中に浸し、そしてそれぞれの浸漬当り１分間溶液の外に置いた。必要な場合、脱イ
オン水をディッパーに加えて、蒸発による何らかの水の損失分を置き換えた。
【０１０６】
　汚れを除去する本発明の組成物の能力を決定するために、種々の食器洗浄試験を行った
。プレートを洗浄する前に、プレート上の汚れの量を記録した。水だめを１７グレイン水
で満たし、そして洗剤を加えた。食器洗浄機を１つのサイクルの間動かした。　温度が約
１５０°Ｆ～１５５°Ｆであることを確かにした後で、１セットの３つのプレートを食器
洗浄機中に位置するラックの上に置いた。１サイクルの間、プレートを洗浄し、そしてす
すいだ。次にプレートを取り除き、そして乾燥させた。プレート上に残った汚れの量を記
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録した。
【０１０７】
　一般的に、２種の洗剤組成物の性能が約１０％より大きく変わらない場合、２種の洗剤
組成物は、実質的に同様に機能する、従って、相互に有効な置換物として機能すると考え
た。
【０１０８】
　試験した組成物のそれぞれは、ベースとしてＥｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．、　Ｓｔ。　Ｐａ
ｕｌ、　ＭＮから入手可能であるＳｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）、洗剤を使用した。
【０１０９】
　例４および５および比較例ＥおよびＦ
　例４の組成物は、ベースとしてＳｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）を使用するが、Ｓｏｌ
ｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）中のＮＴＡをグルコン酸アルミニウムと１：１の重量比で置き
換えた本発明の洗剤組成物を含んでいた。例４の組成物は、１：１のアルミニウム：グル
コネート比で生成したグルコン酸アルミニウムを含んでいた。　比較例Ｅの組成物は、Ｓ
ｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）および、公知のキレート剤、ＮＴＡを含んでいた。
　例４および比較例Ｅの組成物の成分濃度を、下記表８中に具体的に記載した。
【０１１０】
　表８．
【表８】

【０１１１】
　表８中に示すように、グルコン酸アルミニウムを含んでいた例４の組成物は、紅茶のし
みを除去する上で、公知のビルダーを含んでいた比較例Ｅの組成物より性能が良かった。
従って、グルコン酸アルミニウムは、食器洗浄洗剤を１：１の重量置換比でのＮＴＡの好
適な置換物である。
【０１１２】
　ＮＴＡとグルコン酸アルミニウムとの１：１重量比の置換が、紅茶のしみを除去するの
に効果的であったことを決定した後で、グルコン酸アルミニウムを別の公知のビルダーに
対して試験した。例５は、ビルダーとして１：１のアルミニウム：グルコネート比で生成
されたグルコン酸アルミニウムを使用した本発明の洗剤組成物を含んでいた。
【０１１３】
　比較例Ｆの組成物は、Ｓｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）洗剤および公知のビルダー、Ｄ
ｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（商標）　ＧＬ－３８を含んでいた。例５および比較例Ｆの組成物の
成分濃度を下記の表９中に具体的に記載した。
【０１１４】
　表９．
【表９】
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【０１１５】
　表９に示すように、例５の組成物は、比較例Ｆの組成物より平均して約４０％性能が優
れていた。従って、グルコン酸アルミニウムは、１：１の重量置換比で食器洗浄洗剤にお
いてＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（商標）　ＧＬ－３８の好適な置換物である。
【０１１６】
　例４、６および７および比較例Ｇ
　いったん公知のビルダーとグルコン酸アルミニウムとを１：１の重量比で置換すること
が、紅茶のしみ除去に依然効果的であることを決定すると、しみを効果的に除去するのに
必要なグルコン酸アルミニウムの量を決定するために、種々の試験を行った。特に、（上
記）例４の組成物は、約１４０ｐｐｍのグルコン酸アルミニウムを含んでおり、例６の組
成物は、約４１ｐｐｍのグルコン酸アルミニウムを含んでおり、そして例７の組成物は、
約２０．５ｐｐｍのグルコン酸アルミニウムを含んでいた。
【０１１７】
　比較例Ｇの組成物は、公知のビルダー、約１４０ｐｐｍのＮＴＡを含んでいた。表１０
は、例４、６および７および比較例Ｇの組成物の成分濃度、ならびに例４、６および７お
よび比較例Ｇの組成物を用いて処理されたプレートからしみ除去のパーセンテージを記載
する。
【０１１８】
　表１０．
【表１０】

【０１１９】
　表１０は、しみを除去するＮＴＡの能力に比較してしみを除去する濃度を変化させたグ
ルコン酸アルミニウムの能力を具体的に示す。特に、２０．５ｐｐｍにおいてさえ、グル
コン酸アルミニウムは、１４０ｐｐｍのＮＴＡより１７％超のしみを多く除去した。した
がって、グルコン酸アルミニウムは、ＮＴＡより低い濃度でのしみの除去に効果的であっ
た。
【０１２０】
　例８および９および比較例Ｈ
　そこで、アルミニウムのグルコネートに対する比がグルコン酸アルミニウムの性能に影
響するかどうかを決定するために異なる比で生成させたグルコン酸アルミニウムを用いて
、しみ除去試験を繰り返した。特に、例８および９の組成物は、１：１．２のアルミニウ
ム：グルコネート比で生成されたグルコン酸アルミニウムを含んでいた。例８の組成物は
、約１４０ｐｐｍのグルコン酸アルミニウムを含んでいたが、例９の組成物は、約４１ｐ
ｐｍのグルコン酸アルミニウムを含んでいた。
【０１２１】
　比較例Ｈの組成物は、Ｓｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）洗剤およびＮＴＡ、公知のビル
ダーを含んでいた。
　全ての洗浄に使用される水および洗浄温度は、それぞれ、約１５グレインおよび約１５
２°Ｆであった。例８および９および比較例Ｈの組成物の成分濃度を下記の表１１中に具
体的に記載する。表１１はまた、例８および９および比較例Ｈの組成物を用いて処理され
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たプレートから除去されたしみの量を記載する。
【０１２２】
　表１１．
【表１１】

【０１２３】
　表１１中に図に示すようにグルコン酸アルミニウムが、わずかに約１未満：１のアルミ
ニウム：グルコネートの比で生成された場合でさえ、グルコン酸アルミニウムは、比較例
Ｈの組成物より依然大量のしみを除去できた。４１ｐｐｍの濃度においてさえ、グルコン
酸アルミニウムは、１４０ｐｐｍのＮＴＡより約５．５％多く除去された。したがって、
わずかに１未満：１のアルミニウム：グルコネート比を有するグルコン酸アルミニウムは
、より低い濃度においてしみを除去する上でＮＴＡより効果的である。
【０１２４】
　例１０および１１および比較例ＩおよびＪ
　次に、１未満：１の比においてしみを除去するグルコン酸アルミニウムの能力を試験す
るために、アルミニウム：グルコネートの比を約１：４のアルミニウム：グルコネートに
変化させた。例１０の組成物は、１：１重量比の基準で、Ｓｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標
）中のＮＴＡを置き換えた。
【０１２５】
　比較例Ｉの組成物は、Ｓｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）洗剤およびＮＴＡ、公知のビル
ダーを含んでいた。
　全ての洗浄に使用された水および洗浄温度は、それぞれ、約１５グレインおよび約１５
２°Ｆであった。表１２は、例１０および比較例Ｉの組成物のしみ除去能力を記載する。
【０１２６】
　表１２．

【表１２】

【０１２７】
　表１２中に記載するように、１：４のアルミニウム：グルコネート比においてさえ、例
１０の組成物はＮＴＡより約２６％多くしみを除去した。したがって、約１：４のアルミ
ニウム：グルコネート比を有するグルコン酸アルミニウムは、ＮＴＡよりしみを除去する
のに効果的である。
【０１２８】
　１：４のアルミニウム：グルコネート比で生成されたグルコン酸アルミニウムが、ＮＴ
Ａと少なくとも等しい量でしみをさらに除去する能力を有することを決定した後で、１：
４のアルミニウム：グルコネート比で生成したグルコン酸アルミニウムを、別の公知のキ
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レート対して試験した。例１１の組成物は、ビルダーとして、１：４のアルミニウム：グ
ルコネート比で生成したグルコン酸アルミニウムを使用した本発明の洗剤組成物を含んで
いた。
【０１２９】
　比較例Ｊの組成物は、Ｓｏｌｉｄ　Ｐｏｗｅｒ（商標）洗剤および公知のビルダー、Ｄ
ｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（商標）ＧＬ－３８を含んでいた。
　全ての洗浄に使用される水および洗浄温度は、それぞれ、約１５グレインおよび約１５
２°Ｆであった。表１３は、例１１および比較例Ｊの組成物を用いて処理されたプレート
から除去されたしみの％を記載する。
【０１３０】
　表１３．
【表１３】

【０１３１】
　表１３に示すように、１：４のアルミニウム：グルコネート比においてさえ、例１１の
組成物は、比較例Ｊの組成物より約４２％多くしみを除去した。したがって、約１：４の
アルミニウム；グルコネート比を有するグルコン酸アルミニウムは、Ｄｉｓｓｏｌｖｉｎ
ｅ（商標）　ＧＬ－３８より、しみを除去するのに効果的である。
【０１３２】
　例１２、１３および１４および比較例Ｋ
　例１２の組成物は、本発明のビルダーを含んでいた。特に、例１３の組成物は、２：１
のモル比の酒石酸塩：アルミニウムを有する酒石酸アルミニウムを含んでいた。
　比較例Ｋの組成物は、ビルダーとしてＮＴＡを含む。
　表１４は、例１２および比較例Ｋの組成物のしみ除去特性を示す。
【０１３３】
　表１４．

【表１４】

【０１３４】
　プレートから除去されたしみの量は、例１２および比較例Ｋの組成物では減少したが、
表１４中のデータは、酒石酸アルミニウムがＮＴＡより、６７％近く良好に機能すること
を示す。プレート上に紅茶しみは２日超経っているので、紅茶しみを除去するのがさらに
難しいため、例１２および比較例Ｋの組成物ならびに他の組成物は、機能しなかったと考
えられる。したがって、酒石酸アルミニウムは、少なくともＮＴＡの好適な置換物である
。同じ試験は、同じセットからの別の群のプレート上で７２時間後に繰り返した。例１４
のビルダーおよび組成物は、ビルダーとして２：１モル比の酒石酸塩：アルミニウムを有
する酒石酸アルミニウムを含んでいたので、例１３の組成物は、グルコン酸アルミニウム
を含んでいた。表１５は、紅茶しみがプレート上に５日間超あった後のグルコン酸アルミ
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【０１３５】
　表１５．
【表１５】

【０１３６】
　プレートから除去されたしみの量は、例１３および１４の組成物では減少したが、表１
５中のデータは、グルコン酸アルミニウムが酒石酸アルミニウムよりわずかに良好に機能
することを示す。プレート上に紅茶しみは５日超経っているので、紅茶しみを除去するの
がさらに難しいため、例１３および１４の組成物ならびに他の組成物は、機能しなかった
と考えられる。例１２～１４の組成物は、酒石酸アルミニウムがＮＴＡより機能すること
および紅茶しみの除去においてグルコン酸アルミニウムに類似することを示さなかった。
したがって酒石酸アルミニウムがＮＴＡおよびＤｉｓｓｏｌｖｉｎｅ（商標）　ＧＬ－３
８等の公知の商業的ビルダーより紅茶しみを除去するのに効果的であることが予想される
。
【０１３７】
　Ｈａｍｐｓｈｉｒｅ滴定試験
　カルシウムと結合するポリマーの能力を決定するために、ポリマーをカーボネートイオ
ンの存在下で、ＣａＣｌ２溶液を用いて滴定した。滴定試験は、炭酸カルシウムが沈殿し
始める前に、カーボネート、アルカリ源およびアルミニウムヒドロキシカルボキシレート
を含む溶液に加えられることのできるカルシウムの量を測定する。Ｈａｍｐｓｈｉｒｅ滴
定試験は、試験サンプルのキレーション能力と関連してきた。約１グラム（ｇ）のポリマ
ー、約１０ミリリッター（ｍｌ）の２％　Ｎａ２ＣＯ３、および１００グラムの全サンプ
ル重量を与えるのに充分な量の脱イオン水を含む溶液を、攪拌しながら、約１４０°Ｆに
加熱した。温度が約１４０°Ｆで安定になると、５０％のＮａＯＨまたは１５．７５％の
ＨＣｌの添加によってｐＨを調整した。この溶液を０．２５ＭのＣａＣｌ２を用いて、は
っきりとし、かつ永続的な濁りが現れるまで滴定した。濁りの前のステージはわずかな乳
白色として認識された。
【０１３８】
　例１５および比較例Ｌ
　アルミニウムヒドロキシカルボキシレートのカルシウムへの結合能力を決定するために
、Ｈａｍｐｓｈｉｒｅ滴定試験を行った。特に、例１５の組成物は、１．８７ｍＭｏｌの
グルコン酸アルミニウムを含んでいた。
　比較例Ｌの組成物が２．０９ｍＭｏｌのグルコネートを含んでいた点を除き、比較例Ｌ
の組成物を例１５の組成物と同じ条件下で試験した。
　表１６は、例１７の組成物での、溶液のｐＨ、終点、カルシウムのｍＭｏｌおよびＭｏ
Ｉ　グルコン酸アルミニウム／Ｍｏｌ　Ｃａ＋２およびＭｏｌのＣａ＋２／Ｍｏｌ　グル
コン酸アルミニウムおよび比較例Ｌの組成物での、溶液のｐＨ、終点、カルシウムのｍＭ
ｏｌおよびＭｏｌ　グルコネート／Ｍｏｌ　Ｃａ＋２　およびＭｏｌ　Ｃａ＋２／Ｍｏｌ
　グルコネートを提供する。
【０１３９】
　表１６
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【表１６】

【０１４０】
　表１６中のデータは、室温で、９～１２．５のｐＨ範囲内の、１モルのグルコン酸アル
ミニウムが約１モルのカルシウムをキレートできることを示す。対照的に、室温で９～１
２．５のｐＨ範囲の、１５モルのグルコネートが、１モルのカルシウムをキレートするの
に必要である。ｐＨが増加するにつれて、さらに多くのモルのグルコネートが、キレート
１ｍｏｌのカルシウムをキレートするのに必要とされる。
【０１４１】
　食品および飲料ビーカー試験
　試薬が硬度溶液（ｈａｒｄｎｅｓｓ　ｓｏｌｕｔｉｏｎ）およびナトリウム重炭酸塩溶
液を作ることによって最初に調整された。硬度溶液を作るために、約３３．４５グラムの
ＣａＣｌ２・２Ｈ２Ｏ　＋　２３．２４ｇのＭｇＣｌ２・６Ｈ２Ｏを１リッターの容積の
フラスコ中で溶解させ、そして脱イオン水を用いて体積に希釈した。ナトリウム重炭酸塩
溶液を作るために、約５６．２５グラムのＮａＨＣＯ３・２Ｈ２Ｏを１リッターの容積の
フラスコ中に溶解させ、そして脱イオン水を用いて体積に希釈した。
【０１４２】
　約１０００ミリリッター（ｍｌ）の脱イオン水および１．５インチの攪拌棒を、４つの
１０００または１５００ｍｌのそれぞれのビーカーに加えた。ビーカーをホットプレート
上に置き、そして約５ｍｌのナトリウム重炭酸塩溶液が加えられる間、攪拌した。いった
ん水温が約８５°Ｆに到達すると、そうでないと特定しない限り、硬度溶液をそれぞれの
ビーカーに、それぞれの約２グレインに等しい１ｍｌを加え、そして２グレインの追加量
を追加した。約０．４０％または１オンス／２ガロンに等しい、約４ｍｌのアルミニウム



(30) JP 5702307 B2 2015.4.15

10

20

30

40

50

ヒドロキシカルボキシレートをそれぞれのビーカーに加えた。サンプルが濃いか、または
良好に流れない場合、サンプルを４ｍｌの重量ベースで加えた。サンプルが完全に混合し
た後で、攪拌機を止めた。
【０１４３】
　温度が約８５°Ｆに到達した場合、最初の透過率の読み取りを行った。透過率の読み取
りをまた５６０ｎｍ、１４０°Ｆおよび１６０°Ｆで行った。１００％の透過率は、溶液
が澄み切っており、そしてなんら沈殿物の形成がないことを示す。９９％または９８％の
透過率は、器具および方法の誤差の範囲内であり、そしてまた充分に透明と考えられる。
９０％の透過率では、溶液は肉眼には透明に見えるであろうが、いくつかの沈殿が生成し
始めている場合がある。従って、透過率％が約９８％～約１００％の場合、溶液には沈殿
物がないと考えられる。透過率のより低いパーセンテージは、いくらかの初期マイクロ核
の生成を示す。
【０１４４】
　例１６および比較例Ｍ
　アルミニウムヒドロキシカルボキシレートのカルシウムに結合できる能力を決定するた
めに、３００ｐｐｍの　Ｎａ２ＣＯ３および３３０ｐｐｍのＮａＯＨおよび１６グレイン
の水硬度を用いて、ビーカー試験を行った。特に、例１６の組成物は、グルコヘプトン酸
アルミニウムを含んでいた。
【０１４５】
　比較例Ｍの組成物がグルコヘプトン酸ナトリウムを含む点のみを除いて、例１６の組成
物と同じ条件下で、比較例Ｍの組成物を試験した。
【０１４６】
　表１７は、例１６および比較例Ｍの組成物の、グルコヘプトン酸アルミニウム：水硬度
のモル比および８５華氏度、１４０華氏度、１６０華氏度での溶液を通した透過率％を示
す。
【０１４７】
　表１７
【表１７】

【０１４８】
　表１７中の比較例Ｍの組成物の結果に示されているように、４：１の比においてさえ、
グルコペプトナートそれ自身は、カルシウムをキレートできず、従って炭酸カルシウムの
沈殿を制御できなかった。対照的に、１４０°Ｆまでは、カルシウムに対して２倍モル量
のグルコヘプトン酸アルミニウムがある場合には、グルコヘプトン酸アルミニウム（例１
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６）は、炭酸カルシウムの沈殿を制御できた。しかし、溶液を冷却させるとこの状態は持
続しなかった。３：１のモル比では、グルコヘプトン酸アルミニウムは、炭酸カルシウム
の沈殿を防止できた。炭酸カルシウムの沈殿を制御するグルコヘプトン酸アルミニウムの
有効性は、４：１の比でさらに増加した。
【０１４９】
　例１７および比較例Ｎ
　例１７の組成物は、アルミニウムムケートを含んでおり、そして３００ｐｐｍのＮａ２

ＣＯ３および３３０ｐｐｍのＮａＯＨおよび１６グレインの水硬度を用いて試験された。
　比較例Ｎの組成物は、ナトリウムムケートを含んでいた点を除き、例１７の組成物と同
じ条件で比較例Ｎの組成物を試験した。
　表１８は、例１７および比較例Ｎの組成物について、８５華氏度、１４０華氏度および
１６０華氏度での、ポリマー：水硬度比、溶液を通した透過率％を示す。
【０１５０】
　表１８．

【表１８】

【０１５１】
　表１８に示されるように、粘液酸（ｍｕｃｉｃ　ａｃｉｄ）それ自身は、全ての温度に
おいて、１：１または２：１の比ではカルシウムにキレートできなかった。対照的に、ア
ルミニウムムケートは、１：１の比で炭酸カルシウムの沈殿を防止することができた。し
かし、溶液が冷却するにつれて、アルミニウムムケートは、炭酸カルシウムの沈殿を制御
するのに有効ではなく、結局はいくらかの沈殿を溶液中に示した。アルミニウムムケート
が、２：１の比で炭酸カルシウムの沈殿を防止できたことがいったん決定されると、どの
点でアルミニウムムケートが効果的になるかを決定するために、わずかに低い比でアルミ
ニウムムケートを試験した。１．１４：１の比で試験した場合、アルミニウムムケートは
、８５、１４０および１６０華氏度で炭酸カルシウムの沈殿を防止できた。
【０１５２】
　溶解度試験
　本組成物のカルシウムを可溶化する能力を決定するために、異なる溶解度の２種のカル
シウム化合物、ヒドロキシルアパタイト　（Ｃａ５（ＰＯ４ＭＯＨ））および（ｄｉｂａ
ｓｉｃ　ｃａｌｃｉｕｍ　ｐｈｏｓｐｈａｔｅ）（ＣａＨＰＯ４）を調製した。Ｃａ５（
ＰＯ４ＭＯＨ）は、ＣａＨＰＯ４より遙かに不溶性である。スラリーを攪拌し、そして約
１４０°Ｆに加熱した。両スラリーは、白色不透明着色を有した。次に約１００ｍｌの１
ｍｏｌ／Ｌグルコン酸アルミニウムをそれぞれのスラリーに加えた。
【０１５３】
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　例１８の組成物は、リン酸水素カルシウムスラリーへのグルコン酸アルミニウムの添加
を含んでおり、そして比較例Ｏの組成物は、ヒドロキシルアパタイトスラリーへのグルコ
ン酸アルミニウムの添加を含んでいた。表１９は、例１８および比較例Ｏの組成物での、
カルシウム源、カルシウムの量および結果を示す。
【０１５４】
　表１９．
【表１９】

【０１５５】
　表１９中の結果に示すように、最後にグルコン酸アルミニウムが加えられた１０分間以
内に同等な透明性を有している間に、グルコン酸が加えられた場合に　ヒドロキシルアパ
タイトは透明性を有さなかった。リン酸水素カルシウム中のカルシウムの量がヒドロキシ
ルアパタイトより高かったとしても、グルコン酸アルミニウムは、リン酸水素カルシウム
を溶解できた。
【０１５６】
　さらなる試験において、グルコネートおよびグルコン酸アルミニウムを使用して、Ｃａ
ＨＰＯ４の溶解度を試験した。手順は上記で使用したものに類似した。系中でカルシウム
と錯体を作るのに必要なグルコネート種の量を示すために、グルコネート種／カルシウム
モル比を使用した。モル比が低ければ低いほど、より少ない量のグルコネート種が必要で
あった。
【０１５７】
　例１９の組成物は、リン酸水素カルシウムスラリーへのグルコン酸アルミニウムの添加
を含み、そして　比較例Ｐの組成物は、リン酸水素カルシウムスラリーへのグルコン酸ア
ルミニウムの添加を含んでいた。表２０は、例１９および比較例Ｐの組成物での、カルシ
ウムの量、グルコネートの量、結果、およびグルコネート化合物：カルシウムの比を示す
。
【０１５８】
　表２０．
【表２０】

【０１５９】
　表２０中の結果に示されるように、例１９の組成物のグルコネート；カルシウム比は、
比較例Ｐの組成物のグルコネート：カルシウム比より遙かに小さかった。特に、例１９の
組成物での比は、比較例Ｐの組成物での比より約９５％少なかった。従って、グルコン酸
アルミニウムは、リン酸水素カルシウムの溶解においてグルコネートより良好に機能した
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。
【０１６０】
　本発明の範囲を離れることなく、種々の改変および追加が、記載された例示的な態様に
なされるであろう。例えば、上記の態様は特別な特徴をいう一方で、本発明の範囲はまた
、上記に記載された特徴の全てを含まない特徴および態様の異なる組み合わせを有する態
様を含む。
（態様）
（態様１）
　（ａ）アルミニウム塩と、
　（ｂ）ヒドロキシカルボキシレートと、
　（ｃ）アルカリ源と、
を含んで成る、汚れを除去するためのクリーニング組成物であって、
　（ｄ）該クリーニング組成物の該ｐＨが、約９～約１４である、クリーニング組成物。
（態様２）
　該アルミニウム塩および該ヒドロキシカルボキシレートが組み合わさって、アルミニウ
ムヒドロキシカルボキシレートを生成する、態様１に記載のクリーニング組成物。
（態様３）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、グルコン酸アルミニウム、グルコヘプ
トン酸アルミニウム、アルミニウムムケート、酒石酸アルミニウム、グルカル酸アルミニ
ウム、アルミニウムサッカレートおよびリンゴ酸アルミニウムの１種を含む、態様２に記
載のクリーニング組成物。
（態様４）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、グルコン酸アルミニウムを含む、態様
２に記載のクリーニング組成物。
（態様５）
　該グルコン酸アルミニウムが、グルコン酸：アルミン酸ナトリウム＝約０．５：１．５
～約１．５：０．５のモル比を有する、態様４に記載のクリーニング組成物。
（態様６）
　界面活性剤をさらに含む、態様１に記載のクリーニング組成物。
（態様７）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
ミニウム塩＝約４０：６０～約９５：１の重量比を有する、態様２に記載のクリーニング
組成物。
（態様８）
　（ａ）洗剤組成物の約０．８％～約９０ｗｔ％を構成するアルカリ源と、
　（ｂ）洗剤組成物の約０．０１％～約６０ｗｔ％を構成するアルミニウムヒドロキシカ
ルボキシレートと
を含んで成る、洗剤組成物であって、
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、グルコン酸アルミニウム、グルコヘプ
トン酸アルミニウム、アルミニウムムケート、酒石酸アルミニウム、グルカル酸アルミニ
ウム、アルミニウムサッカレートおよびリンゴ酸アルミニウムの１種を含む、洗剤組成物
。
（態様９）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、グルコン酸アルミニウムを含み、そし
て該グルコン酸アルミニウムが、グルコン酸：アルミン酸ナトリウム＝約０．５：１．５
～約１．５：０．５のモル比を有する、態様８に記載の洗剤組成物。
（態様１０）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸；アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
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（態様１１）
　該洗剤組成物が、約１０ｗｔ％未満のＮＴＡおよびＥＤＴＡを含む、態様８に記載の洗
剤組成物。
（態様１２）
　該洗剤組成物が、約１０ｗｔ％未満のリン含有化合物を含む、態様８に記載の洗剤組成
物。
（態様１３）
　該洗剤組成物が、約１０ｗｔ％未満のスルホン化または硫酸化界面活性剤を含む、態様
８に記載の洗剤組成物。
（態様１４）
　該洗剤組成物の約０．０１％～約５０ｗｔ％を構成する界面活性剤系をさらに含む、態
様８に記載の洗剤組成物。
（態様１５）
　汚れを除去するための方法であって、該方法が、
　（ａ）（ｉ）アルカリ源と、
　（ｉｉ）ヒドロキシカルボキシレートのアルカリ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン
酸およびアルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアルミニウム塩から生成されたアルミニ
ウムヒドロキシカルボキシレートと、
を含む洗剤組成物を用意する工程と、
　（ｃ）該洗剤組成物と、クリーニングされる基材とを接触させる工程とを含んで成る、
方法。
（態様１６）
　該洗剤組成物が、界面活性剤系をさらに含む、態様１５に記載の方法。
（態様１７）
　洗剤組成物を提供する工程が、該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートと別に、該
アルカリ源と該界面活性剤系とを混合する工程を含む、態様１６に記載の方法。
（態様１８）
　該アルミニウムヒドロキシカルボキシレートが、ヒドロキシカルボキシレートのアルカ
リ金属塩または遊離ヒドロキシカルボン酸：アルカリ金属水酸化物を用いて溶解したアル
ミニウム塩＝約４０：６０～約９５：１の重量比を有する、態様１５に記載の方法。
（態様１９）
　使用溶液を生成させるために、約１：１０～約１：１０、０００の希釈比で、該洗剤組
成物を希釈する工程を更に含む、態様１５に記載の方法。
（態様２０）
　使用溶液が、約４００百万分の１未満のアルミニウムヒドロキシカルボキシレート濃度
を有する、態様１９に記載の方法。
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